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序文

1994年に構内再開発に伴い、熊本大学埋蔵文化財調査委員会・埋蔵文化財調査室が置かれて以来、

およそ17年が経過した。この間、埋蔵文化財調査室は、運営基盤管理部施設担当（旧施設部）をはじ

め大学各学部および執行部の協力を得て、構内再開発に先立ち529件（2010年度調査まで）に及ぶ発

掘調査・立会調査を実施してきた。これらの調査は、重要な考古学上の発見をもたらすとともに、構

内遺跡の保護意識の浸透にも効果を発揮し、発足当時に比べれば学内諸機関の埋蔵文化財に関する理

解はずいぶん変化した。また、この間、埋蔵文化財調査の指導を担当する部署も、熊本県教育委員会

文化課から熊本市観光文化交流局文化振興課へと代わった。これらの機関の皆様の協力も忘れてはな

らない。

昨年10月、埋蔵文化財調査室は学内共同教育研究施設・埋蔵文化財調査センターとして新たなス

タートを切った。これまで調査に携わられてきた室長をはじめとする埋蔵文化財調査室のスタッフの

皆様には感謝申し上げたい。今後は、埋蔵文化財の調査業務をこれまで通り堅実に行うことはもちろ

んであるが、職務における研究の比重はより増してゆくことになるであろう。構内遺跡に関する十分

な研究が行われ、その成果が調査の円滑化に寄与するとともに、保護・活用にも生かされることを望

む。

さて、本書は、埋蔵文化財調査室が実施してきた2003年～2009年までの発掘調査に関する報告１１件

を収録している。それぞれ重要な成果が得られているが、これらの調査に共通するのは、大規模な面

積の調査ではなく、小規模な面積の調査や既存建造物による破壊を免れた部分での調査が大半を占め

るという点である。このため、立会調査から急きょ発掘調査に切り替えられた事例がほとんどである。

しかし、黒髪北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査で発見された古代住居杜や埋葬杜、医学部附

属病院内の医学部図書講義棟新営工事に伴う発掘調査で発見された古代の水田杜、黒髪南地区の総合

研究棟共同溝設備工事に伴う発掘調査で確認された縄文時代の遺物包含層などにみるように、すでに

破壊されていたと予想された建物の地下やその周辺に良好な状態で埋蔵文化財が残存し、しかもそれ

らがこれまでの既往の調査では確認できなかった新知見であり、学術上きわめて重要な遺構・遺物群

であったことは重要である。このような断片的知見ではあるが、これらを積み重ね、紡いでいくこと

こそが、構内遺跡の全容を明らかにする上できわめて重要な姿勢と考える。今後とも、調査にあたっ

ては、開発規模の大小にかかわらず、細心の注意を払っていきたい。

これらの成果が、学術研究はもとより、地域の文化財の保護・活用に少しでも役立てば幸いである。

また、本学舎の立地する黒髪・本荘の地にこのような深淵の歴史が眠っていることを学生たちにも伝

え、彼らが古代ぴとのかすかな息吹を感じながら、歴史あるこの地で学ぶことを誇りに思い、文化財

や歴史を大切にする心を育んでくれればと願う。

平成24年３月26日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委員長伊東龍一
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本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室（平成23年10月１日より「熊本大学埋蔵文化財調査センター」に

改組）が2003～2009年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

本書に収録した報告は、2003～2009年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれに関

連する立会調査などの成果のうち、１１件の発掘調査に関する成果である。

上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

Ⅱ章：黒髪北地区0854調査地点・0935調査地点

Ⅲ章：黒髪南地区0302調査地点・0932調査地点・0938調査地点

Ⅳ章：本荘北地区0426調査地点・0622調査地点・0707調査地点・0814調査地点

Ｖ章：本荘中地区0314調査地点

Ⅵ章：本荘南地区0830調査地点

以上の調査を実施した2003～2009年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおりであ

る。

室長：甲元境之（文学部教授）（03～05年度）・木下尚子（文学部教授）（05～09年度）

調査員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手）

事務補佐員：坂元紀乃（2003年度）・前田（村田）知聖（2004.2009年度）・中川木綿子（2006～

2008年）

遺物番号は地区ごとにｌから番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

本文は、小畑弘己、大坪志子が執筆した。

本書に使用した遺構実測図に関しては、小畑弘己、大坪志子をはじめとする調査に参加した熊本

大学考古学研究室学生、株式会社埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

本書に使用した遺物実測図は、江口路、古閑満代、末吉美紀、溜測俊子、長谷智子、林田恵子、

増井弘子、山寄早苗、小畑、大坪が製作した。

本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、増井、鬼塚美枝、首藤優子が行った。

遺構実測及び製図には手描による記録とともに遺跡調査汎用システム（カタタVer,３－アーケオ

テクノ社)、株式会社CUBICの遺跡実測支援システム「遺構<ん」及び製図システム「トレー

ス３Ｄ<ん」を使用した。

本書に使用した現場写真は小畑・大坪が、遺物写真は小山正子、末吉美紀がこれを撮影した。

本書で使用した遺物観察表は、鬼塚、古閑、首藤、長谷、山寄、小畑、大坪が作成した。

本書に掲赦した出土遺物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調査センターで保管してい

る。

本書の編集は小畑、大坪が行った。
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Ｉ榊内遺跡と調査の概要

１．熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区・本荘地区・九品寺地区・大江地区・宇留毛地

区・京町地区・城東地区及び新南部地区の８区、市外の合津地区・阿蘇地区の２地区に分散しており、

それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表ｌ)。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設置されている黒髪地区は黒髪町遺跡（熊本市埋蔵文化財地

図Nb18-88）に含まれる。本遺跡は熊本市中心部のほぼ北東端に位置する立田山（標高151.6ｍ）の

南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900ｍ、

南北１０００ｍの遺跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る遺構・遺物を包蔵している。遺跡発見の経

緯は昭和１１年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々単（現済々饗高校）の校庭から蕊棺２基が発

見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九州女学院敷地においてやはり弥生時代中期の尭

棺や古墳時代の須恵器甑などが発見されるに至り、その重要性が認識されるに至った。黒髪町式土器

の指標遺跡である。このように弥生時代を中心とした遺跡としての認識が高いが、1983年に実施され

た済々饗高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居杜と土師器・須恵器・黒色土器などの関

連遺物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的な

‘性格をもった遺跡であることが予想された（｢新熊本市史料編第１巻考古資料」新熊本市史編纂室

1996)。古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「養蚕駅｣、旧飽田郡家の推

定地としても注目を集めてきた（木下1975.1995）が、近年ではこれまでの周辺遺跡での発掘成果お

よび文献資料の検討、そして本調査センターによる発掘成果を受けて、済々饗高校から本学黒髪地区

周辺が飽田郡司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されてい

る（鶴嶋1997)。このように、本遺跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上でき

わめて重要なものである。本報告において黒髪北地区２地点、黒髪南地区３地点の発掘調査記録を収

録している。

表１熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

ＮＱ 地区名（学部名） 所在地 週跡名称週跡の種類週跡の時代備考

縄文・弥生・

'灘緩膿舗嵐雛鯛撫議評馴黒髪町遡跡蝋落城 奈良・平安

縄文・弥生．
２黒髪南地区（工・理）熊本市黒髪２丁目3９－１黒髪町遺跡集落杜

奈良・平安

３京町地区(教育学部附属小・中学校）熊本市京町本丁５－１２京町台遺跡集落杜弥生・近世

4域東地区(教育学部附属幼稚園）熊本市城東5-9熊本城祉鵬撫熊本城近世
５教育学部新南部農場熊本市新南部居屋敷240-1新南部遺跡散布地縄文・弥生

1995年度の調査

上天草市松島町大字合津前島貝塚集落杜縄文．弥生によって貝塚で６合津マリンステーション
６０６１

ないことが判明

細文・弥生．

７本荘中地区（医学部）熊本市本荘２丁目２－１本庄遺跡散布地・集落杜奈良・平安・
中世

8本荘北地区(医学部附属病院）熊本市本荘,丁目,－，１篭撫倣獅地喋藩城幾:蕊：
敷地遺跡）・墓地 平安・近代

縄文・弥生。

９本荘南地区（保健学科）熊本市九品寺４丁目24-ｌ本庄遺跡散布地・集落カヒ奈良・平安・周辺遺跡
中世

lＯ薬学部熊本市大江本町５－１大江遺跡群官術赴奈良・平安周辺遺跡

１１大江地区熊本市渡鹿４丁目１－１大江週跡集落ｶヒ奈良・平安

溺撫散獅地
弥生・奈良・

ｌ２宇留毛地区（職員宿舎）熊本市黒髪７丁目
平安

１



l・熊本大学倣地と僻内過跡の概要

２

図１黒髪町遺跡・本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図（１／25000）

(この地図は国土地理院発行ｌ／25000地形図「熊木」を使用したものである）



Ｉ榊内遮跡と調査の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄遺跡（熊本大学病院敷地遺跡）（熊本市埋蔵

文化財地図NO8-95）を包括する。本遺跡は黒髪町遺跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位置する遺跡であり、標高は１３～１２ｍである。附属病院の所在する白川

寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。「熊本市中央北地区文化財調査報告書』（熊本市教育委員会1980）によれば、１９６３

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遺跡の存

在が確実であるとされ、遺跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、遺跡の詳細な内容に関しては本調査センターにおける調査が実

施されるまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の

小松原公園）内においても須恵器片が採集され、遺跡の包含地がより広いことが想定されていた。こ

の地区で最初に本格的な埋蔵文化財の調査が行われたのは、1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷

地内において計画されたＲＩ総合センター遺伝子実験施設の建築に先立つ発掘調査である。この調査

によってより南側の地区まで良好な状態で遺跡の広がりを確認することができた。よって、遺跡の範

囲は東西500ｍ、南北500ｍを越えるものと推定される。なお、本報告では本荘北地区（本大学附属病

院内）で実施した発掘調査の記録4件、本荘中地区（医学部）１件を収録した。医学部保健学科の位

置する本荘南地区は、この遺跡の範囲に入る。本格的な発掘調査が実施されていなかったため、保育

園新築のための発掘調査を実施した。しかし、本地区のより西側の地域では立会調査において古代の

遺物包含層が確認されていたが、今回は明確な遺構を検出することはできなかった。同地区では本調

査１件を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図NO18-93）の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本遺跡群の北東端に位置している。地形は本庄遺跡とほぼ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は１３～20ｍである。本遺跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西18kｍ、南北1.7kｍ）かつ貴重な古代を中心とした遺跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種遺物を伴って、８．９世紀代を中心とした古代竪穴住居

杜群、掘立柱建物杜、道路杜、溝祉などが検出されている（新熊本市史編纂室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代関連の遺物・遺構群が発見された

他は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内にお

いては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では遺構や包含層は

存在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図NO8-45）（東西

400ｍ、南北350ｍ）に包括され、同遺跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した標高30～40ｍの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の噴矢は、1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、遺構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少量出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の遺構・遺物が確認されている。

沿岸域環境科学教育研究センター附属合津マリンステーションの占地する合津地区は、熊本県上天
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２．調査に至る経緯

草市松島町合津に所在する。遺跡は本地区のある松島の南西部端、標高12ｍの丘陵端部に位置する。

この松島を含めた一帯は有明海から不知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴

輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、

古来より重要な拠点として意識されていたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遺跡や柳遺

跡のように海岸部や海底に位置する遺跡群が数多く発見されている。沿岸域環境科学教育研究セン

ター附属合津マリンステーションは、1956年に天草で始めて発見された縄文時代遺跡として著名な前

島貝塚（熊本県遺跡地図57-013）とその東部にある梅殿古墳（同014）の隣接地にあたり、同貝塚の

広がりが合津マリンステーション敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の遺構の存在も予想さ

れるような位置にある（熊本県教育委員会1968)。実際、1996年に合津マリンステーションの北部丘

陵斜面にある宿舎が建設された際、建設業者によって７本の石斧が発見されているし、合津マリンス

テーションの船着場南側の海岸では本学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心

とした土器や石器が採集されている。よって合津マリンステーション内とその周辺は縄文時代の遺

跡・遺構が存在する可能性がきわめて高いところとして周知されていたところであった。本地区にお

いては、1995年に合津マリンステーション改築工事に伴う発掘調査によって、前島貝塚が貝塚ではな

く、本丘陵上には縄文時代早期の遺物包含層や遺構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋

蔵文化財調査室１９９６・小畑2001)。

2．調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように８地区に分散しており、どの校地も狭随化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部．附属病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成５年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設費を概算要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成５年１０月から黒髪南地区において総合情報基盤センターの建設工事が始まったところ、熊本市

教育委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確

認したところ、平成５年４月１日から熊本市文化財保護審議会において黒髪地区などが埋蔵文化財の

包蔵地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係

わる試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に

先立ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成６年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも９月または１０月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中
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Ｉ構内遺跡と調査の概要

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行いも責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋

蔵文化財調査室（以下「調査室」と略する）を置き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成６年４月７日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設置され、委

員会内に調査室が置かれ、平成６年５月16日、委員会委員の委嘱、調査室長および調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元填之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成６年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については「熊本大学埋蔵文化財調査室年報」を参照されたい。

３．これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成23年３月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表２のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から2003～2009（一部）年度に実施した発掘調査の成果を報告

する。試掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本書からは除外した。

2003年度は黒髪南地区において総合研究棟共同溝設備工事に伴う発掘調査（0302調査地点）と本荘

中地区において医学部Ｂ棟．Ｅ棟・ＲＩ・旧動物舎取壊工事に伴う発掘調査（0314調査地点)、２００４

年度は本荘北地区において防火水槽取設工事に伴う発掘調査（0426調査地点）が実施された。さらに

本荘北地区においては2006年度に基幹・環境整備（西側駐車場等）工事に伴う発掘調査（0622調査地

点)、2007年度には医学部図書講義棟新営工事に伴う発掘調査（0707調査地点)、2008年度には東病棟

新営工事に伴う発掘調査（0814調査地点）が実施された。ほかに2008年度に実施された調査としては、

黒髪北地区での北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査（0854調査地点)、本荘南地区でのこぱと

保育園新営機械設備工事（変更２）に伴う発掘調査（0830調査地点）がある。2009年度は、黒髪北地

区で体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査（0935調査地点)、黒髪南地区で旧図書館工学部分室他

改修工事に伴う発掘調査（0932調査地点）およびエコロジーシステム実験室接地工事に伴う発掘調査

(0938調査地点）が実施された。本報告では、2003～2009年度に実施した、黒髪北地区２件、黒髪南

地区３件、本荘北地区４件、本荘中地区１件、本荘南地区１件の計１１件の発掘調査の報告を掲載した。
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1995年度

表２既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

３．これまでの調森と本書収録の遺跡

1994年度

６

(照北）運動場慈備（照明塔建設）工耶

(黒北・南）蕊幹整備（教育学部エレベーター室取投）工耶

(蝋北・南）地区基幹整備(工学部エレベーター室取賎）工堺

(黒北）福利施設建設予定地の樹木移植

(京町）附属中学校舎者述投工瓶

９４．４．１５～１７

９．１．４．２１

９４・‘１．２５

９４．５．１３～１４

９１．５．１７～

６．２５

9401

9402

鯉03

94桝

馴0５

発掘調従

発掘調従

発掘調壷

肌会iﾘH1従

発掘測在

古代

現代

古代土師器・釧忠器

ガラス・磁器片

包含刷確岨・土器片

128㎡

47.5㎡

４８㎡

３０㎡

４(X)1㎡

年報ｌ

年報１

年雑ｌ

年報１

本報告Ｉ

古代

弥生･近枇 縄文土器・弥生土器・緬忠器・土

師器・近１１t陶磁器・砥石・鋼鋤・

瓦・ガラス瓶

9k１０６（黙北）武夫原運動場整備（集水折埋設）工蛎

別０７（黙北）福利施設建設工覗

91.5.20/23/２４

９４．５．２３～

７．２８

９１．８．１～

８．１０

９１．８．１１

発掘凋従

発掘鋼礎

１００『ＴＩ古代

L290m｢ｉ古代

年報1

本報告１

本報告１

年綴１

9108（渡鹿）グランド集水扮藍備工説

9109（黒北）武夫原器具叩新営工珊・外灯燐礎ｒ巾

発掘調従‘10.‘1ｍ古代土師器

立会調売

立会調壷２３.‘1ｍ包含脳に連せず通榊なし．土師器

片．

立会調先ｌ３ｎｆ遺隅・遺物なし．

立会潤俺25.5nｆ包含層に途せず．遺撫．遺物なし

発掘凋従７‘13.6ｍ古代古代竪穴住居城古代土師器．須

忠器・瓦・土製印．鉄器．縄文土

器

発掘調従２()0ｍ縄文･j1i代古代竪穴住鵬祉・通蹄祉．古代土
師器・紙恵器・布ｎ瓦．砥石．鉄

器・縄文土器・石器

立会凋ffl69ni遺構．遺物なし

逝会劉登５０ITI遮榊．遺物なし

(京町）附属中学校電気引き込み配線工邪

(黒北）蕊幹整備（附属図寄館スロープ取設）工耶

(蝋南）工学部実験棟新営工耶

例．８．１２

９L１．８．２２

９４．９．１２～

１０．３１

9110

9klll

9Lll2

年報ｌ

年報１

本報告Ｉ

瓢１３（渡鹿）グランド蕨備工覗９１．１１．Ｍ～

１２．２２

本職告Ｉ

(黒北）福利施設設備工事

(蝋南）工学部共同簿工事

９５．１．１７～2１

９５．１．９～１１．

１．２６～２．１

９５．２．２７

９５．３．１５～2３

9ｕ11.1

9415

年報ｌ

年報】

(城東）附属幼稚園排水管敷設工馴蒋工恥

(黒南）福利施設設備工聯

bZ会糾売129.7,｛9416

9417

通構・週物なし 年報１

年報２

年棚２

９６．５．１０

９６．５．１０～

６．２４

９５．１１．１３～１６９５１２

９５．４．２５～５．２９５０１（黒南）工学部研究実験棟新徹１期共同櫛建設工耶発掘調従９０㎡ 古代～近１ｔ古代懸穴住Ａ１;牡・柱穴・櫛．蝿文

後期上器片・古代土師器・蝋忠器

古代包含聯確腿・古代土師器・蝋悪器

古代集石．古代土師器・頬忠器

過榊・通物なし

本報告Ｉ

(照南）工学部附属工学機器センター新営工恥

(黙南〉工学部ＲI研究突験棟遮設及び蕪礎掘削

(照南）工学部研究実験棟新哲晒気設備（その２）に伴う商

圧ケーブル埋設

(黒南）工学部通信没備埋没

(黒南）瓢務局前外灯配線改修

(合津）理学部附属臨海実験所実験棟改築工邪

９５．５．９～１０

９５．５．１５～１６

９５．５．２９/3０

・６．２１

９５．８．２１

９５．８．２２

９５．９．８～

１０．１２

９５・’１．２

９５．１１．６～８

９５０２

9503

9504～0６

試掘IJM壷

試掘抑盗

立公潤従

201㎡

20㎡

38㎡

２
２
２

報
報
報

年
年
年

立会卿在

立会潤在

発掘閥在

遺柵・過物なし

遡榊・遡物なし

染石，縄文』,IL期土器・汀器

l4m

lOnf

298IX1縄文

２
２
２

報
報
報

年
年
年

９５０８

９５０９

(照南）工学部研究実験棟新愉１期に伴うガス配符血会澗在古代古代包含脳硫脇・古代土器片

(本粧南〉医学部ＲI総合センター遺伝子実験施股述股及び試掘鯛従２(X)Ｍ古代i1i代包含１W硫鯉，竪穴化屑吐．古
外簿切り替え代土師器・釧忠器

(黒南）工学部研究実験棟新営１期に伴う排水析般ｉｆ発掘iiMI在帥耐古代古代竪穴住居カヒ・桃穴・包含脳，
純文後期土器片・古代土師器・奴

忠器

(熟南）工学部研究実験棟新鴬１期に伴う外獅jiK会Ｉ銃ｉｎ栂・遺物なし

(黒南）工学部研究実験棟新営１期に伴う外溝ｊＺ会鯛売古代古代土師器・抽忠器片

(黙南）工学部ＲI研究実験棟巡設に伴う唯礎掘削ｊＺ会捌孫古代古代土師器・抽忠器

(黒南）工学部研究実験棟新営１期に伴う外獅立会倒裾古代包含肘硫遡・古代土師器

(本荘南）医学部ＲI総合センター遺伝子実験施股皿投工覗立食調碓一部包含肘砿避・遺構・通物なし

(黒南）工学部研究実験棟新付Ｉ期に伴う外獅発掘鯛先72,ｉ縄文～古代包含脳・性穴，縄文土器片・古代
上師器

(本荘南）医学部ＲI総合センター通伝子実験施没建設に伴立会綱壷包含廟確遡・遺構・遺物なし
う外溝切替

(本荘南）医学部ＲI総合センター遺伝子爽験施設に伴う樹立会剰侮通榊・週物なし

木移械

(里南）工学部ＲI研究実験棟建設に伴う外牌工耶立会岡奇ｌＯｎｆ通栂・通物なし

(照南）工学部研究実験棟新営１期に伴うガス配管立灸測代占代古代性穴・溝･古代土師器・綱恵

器

(黒北）教養部前道路改修。X会関従１０１㎡遺撫・遺物なし

(本荘南）医学部ＲI総合センター遺伝子実験施設述設発掘凋先9769,ｆ縄文･古代古代竪穴住居杜・掘立住処物・

溝・近路・方形竪穴通構・土壌．

縄文土器・石器・古代土師器・頬

忠器・鉄器

(熱南）工学部校舎斬営試掘糾慌弥'ｋ弥生土壌・ピット，弥生中期土器

(黒北）文法学部・第五向等学校記念航庭園他殺工耶立会調奇占代包含肘確遡・古代土師器

(城東）教育学部附属幼稚間水遊び場装足洗い鳩設備寄附受立会制先通桝・遺物なし

入

(京町）教育学部附鴨小学校給排水符取祷工耶敢会劉先27.6ｎｆｊｍ桐・週物なし

9510

9511

創
翠
泌

一
ひ
戸
、
戸
、

９
９
９

２
２
２

報
鰍
報

年
年
年

本報告Ｉ

9５．１１．１７９５１３

９５．１１．１７９５１４

９５．１１．２１～2２９５０３

９５．１１．２２９５１５

９５．１１．２４９５１１

９５．１１．２８～2９９５１６

９５．１２．１９５１１

９５．１２．４９５１７

９５．１２．５９５１８

９５．１２．１２～1４９５１９

年報２

年報２

年報２

年報２

年棚２

本報告Ｉ

年報２

年鰍２

年報２

年報２

年報２

本報告Ｉ

９５．１２．１８

９５．１２．２５～

9６．２．２２

9520

9511

9６．３．１

９６．３．８

９６．３．２１

(黒北）法文学部記念植樹

(興南）工学部校舎建設

蝿
恥

年級２９６．３．２５～2６９５２４

1996年度

９６.‘1．１９９６０１（本荘北）医学部校舎建設 試掘糾帝３３㎡古代古代包含肘・櫛．古代土師器・躯本報借Ⅳ

忠器

立会洲売１㎡遺構・週物なし年報３

発掘潤侮１０(X)､ｆ縄文･弥生・縄文後期包含肘・古代竪穴住居本報告Ⅳ

古代吐・櫛・掘立牲迩物・土砿・柱穴．

縄文後期土器・弥生中期土器・古

代土師器・須忠器・鉄器・瓦



(本荘南）医学部精報リテラシー教育施設電気設備その他の

改修工率

(黒南）理学部ヘリウム棟増築・ヘリウム管埋設工砺

(本荘北）医学部外来臨床研究棟血液製剤管理室取設工叩

(黒南）工学部校舎新営工耶

(黒北）教帝学部ＡＴＭネットワーク付設工那

(京町）教育学部附属小学校ＡＴＭネットワーク付設工事

(大江）薬学部ＡＴＭネットワーク付設工蛎

(黒北）法文学部外灯設置工事

(黒南）工学部ＲI実験棟配線工耶

(黒北）入試保管血建設工車（試掘〉

(本雅北）医学部校舎建設に伴う樹木移植・貯水梢建設工事
(１．２．３区）

立会醐迩

血会訓壷

立会剥在

立会脚壷

立会鯛在

発掘鋼査

発掘鋼査

９６．５．１３

９６．５．１４

９６．５．１５

９６．６．１７

９６．６．’９

９６．８．５

９６．８．６～９

拙
錨
郷
郷
愁
秘
蜘

近代還桝・還物なし

近代磁器

通桝・通物なし

古代一部包含増確泌．古代緬思器

通桐・遺物なし

遺桝・遺物なし

古墳･古代古墳時代前期竪穴住居杜・古代竪

穴住鵬吐・古墳時代土師器・古代

土師器・誠忠器

古代竪穴住居杜・柱穴．古代土師器・

釧忠器

古代竃杜．古代土師器・緬忠器

遡桝・週物なし

古代古代逝路・竪穴住居比古代土師

器・緬忠器

縄文･古壇・縄文包含層・古城土壌・古代通

古代路・竪穴住居杜・掘立柱述物・土

壌・近代幕地．縄文後期土器・古

堀／古代土師器・弧忠器・鉄器・
打器

古代古代竪穴住居杜・竃，古代土師

器・揃恵器

古代古代竪穴住Ｉ‘O;jlL古代土師器・筑
迦器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

通栂・週物なし

年報3

年報３

年報３

年報３

年報３

年報３

本報告Ⅳ

40㎡

14㎡

４㎡

２１㎡

４㎡

45,7ITI

(本荘北）医学部校舎建設に伴う切り替え進路建設（４区）

(本荘北）医学部校舎建設に伴う切り替え道路建設（５区）

(黒北）教養部夏目激石像建立

(本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工馴（６区）

(本荘北）医学部校舎本体工事（本調従区）

９６．８．２２～2７９６０１ 発掘鋼査

発掘潤査

試掘鋼査

発掘鋼査

37.4,1 本報告Ⅳ

本報告Ⅳ

年報３

本報告Ⅳ

９６．８．２９～３０

９６．９．６

９６．１０．１～９

9601

9610

9601

２３２１㎡

9,

104.3㎡

９６．１０．１１～

9７．１．１７

9601 発掘測盃1686㎡ 本報告Ⅳ

(本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事（７．
８．９区）

(本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事（１０区）

(黒南）工学部外灯付設工耶

(黒南）工学部電線埋設工事

(黒南）工学部研究実験棟Ⅱ新営機械設備工率

(黒南）工学部衝撃エネルギー実験所火薬血取設工蛎

９６．１０．２１～2９９６０１

９６．１１．１２～１３９６０１

発掘潤壷62.5㎡

発掘鯛在21.8㎡

本報告Ⅳ

本報告Ⅳ

年報３

年報３

年根３

年報３

９６．１１．１２

９６．１２．１８

９７．３．３～3１

９７．３．７

１
２
３
４

１
１
１
１

妬
妬
妬
妬

盗
企
盃
査

詞
溺
餌
鋼

会
会
会
会

立
立
立
立

0.4㎡

74.8㎡

175㎡

109㎡

2.6,1

1.2㎡

370㎡

1997年度

４
４
４

報
報
報

年
年
年

Ｉ椛内遺跡と調盗の概要

9７．４．８９７０１ 立会捌査２１ｍ 一郎包含層を確胆・遺構なし．古

代土器片

通栂・逝物なし

週構・遺物なし

弥生･古代・弥生時代発抽離・古代竪穴住端

近tltjlt・櫛・掘立柱述物・柱穴・近世

蔦．弥生中期喪棺・土師器・鉄
勝・古代猟恵器・近枇陶磁器

遡榊・辿物なし

迩栂・遺物なし

古代･近代近代難地・古代土塘・桃穴，髭・

人骨・熟石輔・古代土器

古代櫛

年報４

９７．５．７

９７．５．２８

９７．７．２８～

１１．４

立会関在

試掘鋼在

発掘綱壷

9702

9703

970k１

126.6㎡

４㎡

1783.3㎡

４
４
４

報
報
報

年
年
年

(厳町）教育学部附属中学校女性立像辿立

(黒北）法文学部剛南健児像建立

(本荘北）医学部基礎研究棟屋外配線工期

(照北）法・文・教育学部外灯設傭瑚設工事

(照南）管財係黒髪6号宿舎取り域し工耶

９７．１０．２９

９７．１０．２２

９７.１１．１１～

９８．３．３１

９８．１．３０～

２．１２

９８．２．３～

２．１３

従
盗
在

訓
訓
鯛

会
会
会

立
立
立

祇
祁
ｍ
池
畑

９
９
９
９
９

9８．４．１４９８０４（黒間）工学部校舎建設に伴う排水管撤去工事立会削在ｌ()ＩＴＩ掘削により遺柳なし

98.6.26～９８０１（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発セン立会削森2.41㎡古代遺柳・迩物狸められず
７．２ター新営支障配管替工邪

9８．７．６９８０１（本荘南）同樹木伐採工耶立会鯛張適栂・通物なし

9８．７．１３９８０９（黒南）工学部３号館電気設営工砺立金閣狂３㎡古代通物包含柵を破胆

９８．７．２８～９８０１（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発セン発掘飼査972㎡縄文･古代・竪穴住居社・掘立柱述物・榊・土

９ ．１０ター新営工耶近惟坑

９８．９．２１～2２９８０３（黒北）文化部室取設工期に伴う樹木移植工耶立会鯛迩９㎡遡物・通栂なし

９８．９．２５～９８０２（黒北）文化部室取背設その他の工率発掘飼猫575㎡縄文･弥生・縄文土器・弥小士器・石器等・土

1１．６近世塘・漁・縄文・弥生週物包含肘確

鰹

9８．９．２８９８０５（本荘北）大学病院病棟新営工率試掘鋼壷１０㎡古埴･古代古埴・古代土器

9８．９．２９９８０６（本荘北）大学病院中央診療棟新常工期試掘調壷５nｆ河成砂磯脳を検出．週桝・週物な
し

9８．９．３０９８０７（本荘北）大学病院薬剤部注射患者毎セット支給室等取股工試掘鯛壷２㎡古代週物包含別・柱穴検出．古代土器

邸 片

9８．１０．６９８０８（黒南）工学部１．９号館砥気埋設工事立会削壷３０㎡遺構面に逸せず．遺物なし

９８．１０．２８～９８０７（本荘北）大学病院薬剤部注射恩者毎セット支給室等取設工発掘綱査175㎡古代縄文土器・布磁等

１１．２０、古代竪穴住居杜・土壌・櫛・近代

漁

9８．１１．２９８０１医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター間発掘詞査139㎡削平のため存在せず

連図杏館解体工車

９８．１２．１４～９８１０（黒南）理学郁自然科学等総合実験棟新営支障配管替工巾立会詞査３５㎡古代通物包含別・桃穴検出．古代土器

１ ２．１８片．

9８．１２．１６９８０２（黒北）文化部室新営排水管敷設工事立会調壷３５ｍ古代通構而確鯉・遺栂・還物はなし

９８．１２．１７～９８０５（本荘北）大学病院病棟新営に伴う支障配管替工耶立会餌壷333㎡古代竪穴住居牡・古代土器片

9９．１．１０

９９．１．１２９８１１（照南）工学部実験室新設工瓢試掘調従14㎡縄文後期土器

９９．１．２１～９８１０（黒南）理学部自然科学等総合実験棟新営工耶発掘剖壷Ｌ098㎡縄文･古代・縄文土器・石鹸沖．古代竪穴住居

３．２５近代111:，桃穴・櫛・近世栂

9９．２．２９８０２（黒北）環境整備覗業に伴う文化部室解体立会調在260㎡通桝・遺物なし

9９．２．１０９８０２（黒北）環境整備蛎業に伴う建築工耶立会調交４０㎡遺栂而には途せず．通物なし

州
碓
認
識
畔
袖
雑
癖

立会酬在61.9㎡ 年報４

立会洲壷116㎡古代 一部包含1Ｗを硫腿・遺柵なし．咽年報４
耗した古代土器

年報５

年報５

1998年度

年報５

本報告Ｖ

７

年報５

年報５

本報告Ｖ

年報５

本報告Ｖ

年報５

年報５

年報５



遺栂・遺物なし

縄文時代石器・古墳時代柱穴・住

居

祉・土師器・須恵器

近・現代墓石・墓壌・遺骨

9９．２．１８９８０２（黒北）環境雛備耶業に伴う柚樹工耶

９９，２．９～９８０２（黒北）環境按備耶鴬に伴う近気配線工蛎
３．９

９９．３．１１～1２９８１２（大江）渡鹿団地東側ブロック塀改惟工蛎

血会制壷123㎡

立会調を４耐

立会調査７０nｆ

地表下2ｍで弥生時代遺物包含層・

通榊面を確認．週栂・遺物なし

地表下90ｃｍで水田土を検出．遺

構・遺物なし

包含層・遺栂面確盟・遺栂・遺物

なし

一部包含層・遺構面確認（ピッ

ト）・遺物なし

年報５

年鍬５

年報５

９９．３．１０～3１９８０１（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究立会調在57.5㎡古代

センター新営に係る配箭切衿エ順

年銀６

試掘調売‘1,ｉ近･現代墓

地

1999年度

年紺７

9901（本荘北〉病棟（紬）斯懲工耶発掘調査2405㎡縄文･占項・縄文時代石器・玉・古城時代住居
古代･近代杜・溝・土師器・古代住居杜・柱

穴簿・土壌墓・土師器・須恵器・

鉄器・胞衣壷・土鏡・近代溝

9902（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究ｔ立会潤壷‘10㎡古代古代柱穴，溝‘遺物を少量検出

センター新営耐股工巾立会

9903（照南）工学部研究実験棟１１－２－２新営工事に伴う柚樹立会立会洲査１０㎡遺栂・遺物なし

9904（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究立会澗充２㎡古代通構・遺物なし
センター新営雅礎工耶立会

9905（黒剛）自然科学研究科・理学部総合研究実験棟新営ガス投立会訓従５０nｆ通物・遺櫛なし
営工叩

99()６（照南）自然科学研究科・Fi1学部総合研究実験棟新徹冠気設立会剖売２(X)､ｆ古代古代溝6条・柱穴2個古代土器片
営 工躯立会少量を検出

9907（黒南）工学部実験用プレハブ新築工耶発掘調飛136.51㎡縄文前期～ピット群．縄文土器片出土
晩期

9908（熟東）附属養護学校給食室地改築工耶試掘鋼査４２㎡近世以降トレンチ２本設定して調在したが，
通構なし．近世磁器片

9909（照南）工学部衝撃・極限覇境研究センター・サテライト・試掘調査1.853㎡近惟･近代畑祉・墓地．近世陶磁器．煙管．
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工耶鋼・鉄銭

9910〈本荘北）血液照射箭理裳瑚改纂試掘試掘調査２１Tｌ撹乱悪し<、遺構・遺物ともに確
泌できず

9911（黒南）水生動物飼宵行巡糖工耶発掘飼売70.9㎡縄文土器・古代土師器・須恵器

9912（黒南・東）外灯取股工耶立会立会調先３㎡遺物・遺構ともに確認できず

9913医学郁液化避素供給股傭斬段1:耶立会立会副査7.84㎡遺構・遺物なし

9914（本荘南）さく井股備工耶立会立会調査２５㎡通栂・週物なし

年報６９９．‘１．５～

８．３１

年報６９９．６．１４～

７．１４

９９．６．１７

９９．７．１９/2６

年報６

年慨６

年報６

年報６

本報侍Ⅵ

年報６

本慨告Ⅵ

年報６

９９．７．２９～

７．３０

９９．７．２～

８．７

９９．９．２２～

１０．５

９９．１１．２４～

１１．２５

００．２．１４～

３．２４

００．１．２５

７
６
６
６

報
報
報
報

年
年
年
年

００．３．６～１４

００．３．１４

００．３．２

００．３．１６～１７

年報７

本報告Ⅵ

2000年度

００．１１．２７～2９0006

0()・’２．４～１３（)006

(X)・’２．８～０００６

０１．１．１０

００・’２．１９～2０0006

0()・’２．２６～2８０００６

０１．１．２９０００６

０１．１．２２～3００００７

年報７

年報７

年報７

年報７

年報７

本報皆Ⅵ

立会調在

立会測売

試掘調在

立会調壷

過栂・過物なし

適榊・過物なし

遡桝・遺物なし

遺櫛・遺物なし

(黒南）水生動物飼育舎新憐給水緋設常正耶

(黒南）水生動物飼育舎斬憐、弧股営工馴

(本雅北）附属剃院格納ﾙ!(秘股工耶

(胤南）工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー抑新営電気設営工覗

(黙南〉工学郁植栽工巾

(本荘北）附属揃院推幹・環塊整備鋪3井戸入

水桐設憐工噸（Ｉ区）

<本荘北）附属鋼院悲幹・環境桧備第１井戸入水槽設営工瓢

6.1㎡

4.1㎡

5.8㎡

１８㎡

１
２
３
４

血
叩
皿
噸

００．'１．７

()０．４．１１

００．４．１７

００．１０．２３

立会調盗

発掘調壷

3．これまでの調査と本書収録の遺跡

６３㎡

119.4㎡縄文･古噴

古代

噸
岬

００．１０．３０

００．１１．６～2２

７
７
７
７
７

微
報
報
報
報

年
年
年
年
年

岬
心
血
皿
皿
岬
岬

()()・’１．２２０００６

(本荘北）附属描院総幹・環境整備給水管配管工率

(本荘北）附属病院蕪幹・環塊整傭排水管配管工邪（Ⅱ区）

(本荘北）附属病院雌幹・環境鞍備耐気設憐工事（Ⅳ区）

(本荘北）附属病院蕪幹・珊境塾備排水笹配管工事（Ⅲ区）

(本荘北）附偶痢院雄幹・堀塊鞍傭給水符配祷工耶

(本荘北）附砺桝院雌幹・環境盤傭排水管配管工事（Ｖ区）

(京町）附嘱中学校体行器典服新営工耶

(黒北）生雅学倒境域研究センタースロープ取設工耶

(黒南〉理学部１．２号航身体障客蒋川設備整備工耶

(黒北）体育系部宝解体・新憐工躯

(大江）旧食堂解体撤去工耶・川ボイラー室解体撤去工事

(瓢北）外灯取付工覗

(大江）雁内運動場〔尚武航〕取り壊し工願

(熟北）旧生満協同組合車務所解体撤去工車

85.511.遺構・遺物なし

32,ｆ蝿文･古代土壌状遺構．細文時代石器．土師

器・ガラス玉・鉄器・須恵器

31.5,ｆ古代遺構なし．土師器数点

立会潤壷

発掘調壷

立会網査

立会調丑

０１．２．１６～1９

０１．２．２２

０１．３．５～６

０１．３．６

０１．３．２２

０１．７．４～

1０．２９

年報７

本報告Ⅵ

年報７

年報７

年州７

発掘鯛壷20.41㎡古代住居杜・土師器

立会調壷

立会調壷１００．７『ｒｆ近･現代墓近代墓壌・墓石・遺骨

地

立会訓在７㎡遺物・遺櫛なし

発掘調在119.4㎡弥生.古代弥生・古代土師器・鉄器・土製紡

錘車

立会調壷２８nｆ批乱のため通物．遮構なし

立会調狂７０㎡古代包含届を確認・古代土師器・頒悪

器

立会調査372nｆ遺物・遺構なし

立会詞壷132㎡遺物・遺構なし

立会詞査３㎡遁物．遺構なし

立会調在500㎡週物・適構なし

立会調査６６m｢（遺物．遺構なし

年州７

年報７

０１．２．５

０１．２．６～９

0１．７．１３０１０５（京町）正門取汲工期

８

０１()４（本荘北〉附属瓶院蕪幹・環境砿佃（共同獅設慨）

2001年度

０１．４．９～

・３

０１．５．１４

０１．５．１４

０１．７．９～2６

(本荘北）附属樹院医学部総合研究棟新営工馴

(黒南）基幹・環境魅倫

京町団地耐圧ケーブル改修工覗

(鼎南）恭幹・環境雛備

発掘調先l73375nf古堀･古代・住居杜・溝・畑吐・墓鉄鹸・土師本報告Ⅵ

近枇･近代器・須恵器

試掘測在4.8㎡本報告Ⅵ

立会調在59.5㎡過柵・週物なし年報８

発掘調在418.5,1縄文細文土器・寛永通宝・風倒木痕.年報８
防空濠

発掘調売1,023.8㎡縄文･弥生・住居社・櫛・縄文土器・弥生土本報告Ⅵ

古噛･古代器・土師器・須恵器・石器・鉄

鉱・青銅器

立会調壷7.12㎡遺構・遺物なし年報８

０１０１

0102

0103

0102



(照北）図密航1W側学生郁駐血鳴拡弧エリ１

(京町〉附属小学校スロープ取股工期

(ﾉM1W）工学部樹木移植工耶

(胤北）大学教育研究センター等改修工耶

(大江）梨学部共同実験棟改惟工耶

(京町）キャンパス怖報ネットワークその他工事

(叫北）キャンパス愉報ネットワークその他工耶

(大江）藁学部キャンパス愉報ネットワークその他工事

(本荘南）医学部キャンパス情報ネットワークその他工叩

(照北）食堂南側テラス整偏工事

(本荘南）医療技術短期大学キャンパス愉報ネットワークそ
の他工耶

(本荘北）附属鋼院キャンパス怖報ネットワークその他工事

(照南）理学部2号航南側排水工耶

(本荘北）附属荊院悲幹・環境整備（Ａ－Ｄ地区・ボイラー股
備奥新輔）

(本荘北）医学部総合研究棟新営機械般備工巾

(川間）灘幹・環境慾備（将高痩晒股網紳・植栽その他）

(本荘北）医掘川ガス供給股備誕取股工耶

(本雅北）総合研究棟周辺環塊整備工耶

(本荘北）附属痢院西痢棟（仕上Ⅱ）新営工叩

(本荘北）附属痢院西痢棟冠気設備工耶（仕上Ⅱ）

査
壷
壷
査
壷
壷
壷
壷
売
在
壷
丑
売
充
壷
壷
在

卿
飼
飼
飼
岡
飼
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閃
画
飼
飼
削
測
刷
鯛
飼
飼

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
掘
会
会
会

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
発
立
立
立

遺構・週物なし

遺栂・遮物なし

遺柵・遺物なし

遺栂・遺物なし

遮椛・遺物なし

遺柵・遺物なし

遺栂・遺物なし

遺榊・遺物なし

遺栂・週物なし

遺構・遁物なし

遺柳・遺物なし

古代住屈祉・柱蕪礎
土師器・狐忠器

遮栂・還物なし

縄文･古城・住暦社・榊・掘立柱述物祉・縄文
古代土器・土師瀞・猟恵器・鉄峨

遺栂・遺物なし

僻？・遮物なし

逓栂・遺物なし

０１．７．３０～

1１．１４

０１．７．３１

０１．８．１/１３

０１．８．２/2１

０１．８．２７

０１．９．４

０１．８．２２／９．４

０１．９．１４／1０．１

0106 年報８

年報８

年報８

年報８

年根８

年銀８

年報８

年報８

年報８

年報８

年報８

年報８

年報８

本報告Ⅵ

年報８

年報８

年報８

3907㎡

0107

0108

０１０９

０１１０

０１１１

０１１２

０１１３

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

擢
溺
銘
釦
加
嘩
噸
銘
“
郷
郷
”
雌
”
池
別

４
１
１
２
４
０

０１．９．１７

０１・’０．１９

０１．１０．２２～

０２．２．１９

０１．１２．８～

０２．２‘９

０１．１２．１２～

０２．２．４

０２．２．２５～

３．２０

０２．３．１８

０２．３．１８

０２．３．２２

０１１４

０１１５

０１１６

０１１７

０１１８

０１１９

０１２０

０１２１

０１２２

３２㎡

480㎡

216㎡

216㎡

3.4㎡

185㎡

３㎡

２７㎡古代

３６㎡

４０㎡古代

2002年度

０３．２．７

０３．２．１８

０３．２．２１

０３．３．７

０３．３．１０

０３．３．１１

０８．３．２６

(瓜北）大学教育研究センターＣ棟空飼機取設工耶給排水及
び室外樋悲礎工亭

(黒北）外灯股愉工事

(凧耐）インキュペーシヨン施股新営工耶

(胤南）韓合研究棟新営工耶

(川南）食堂裏エコクリーンソイルエ噸

(凧南）縫合研究棟新営に伴う樹木移植工耶

(凧開〉インキュペーション施股新営工耶

(照附）縫合研究棟新営一次掘削に伴う短気工噸

(凧南〉総合研究棟新営工耶

０２．４．３～４０２０１ 立会岡壷293㎡ 遺揖・週物なし

通栂・週物なし

年報９

０２．４．１５～１６

０２．４．１７

０２．４．１７

０２．４．２４

０２．５．２０～２９

０２．５．３０～

８．２

０２．６．３

０２．６．１２～

８．１４

０２．７．２

０２‘８．２９

０２．１０．１～

１０．３，１１，

１８

０２．１０．７

０２．１２．３/〃1１

立会岡壷

試掘飼壷

拭掘周壷

立会国交

発担岡査

発掘飼査

0202

0208

0201

0205

0206

0203

199㎡

３㎡

４㎡

０．７３㎡

２８㎡

810㎡近世

３２㎡

2.803㎡縄文･古楓

古代

２１㎡

13㎡

６１‘19㎡

９
９
９
９
９
９

級
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年

遺栂・遺物なし

尭棺

畑杜

立会岡症

発掘関在

立会飼売

立会鯛張

発掘鯛売

遮榊・遮物なし

住居鉦・櫛・火郡嘉・縄文土器・

土師鰐・弧悪器

適栂・週物なし

遺構・遺物なし

包含胴・縄文土器・石触

O207

020El
９
９
９
９
９

報
報
報
報
棚

年
年
年
年
年

Ｉ榊内遺跡と調査の概要

細
郷
加

０
０
０

(本荘北）医学部総合研究棟新僧工耶（渡り廊下部分）

(Ⅲ1W）通用門拡ｳM工耶

(本班北）総合研究棟新営冠気股備工事

(本荘北）雅幹環境整備外灯工耶

(大江）薬学部爽験動物慰盆碑迩立工噸

(川北）外灯設備工耶

(本荘1W）体育部室（プレハブ）新般工事

(肌北）外灯股備工耶

(本荘南）塀新股工耶

(新附部）放育学郎新附郎農糊竹薮・畑地境界掘り

在
壷
在
在
壷
壷
在
在
壷
在

測
綱
閥
閥
卿
別
卿
閥
閃
阿

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立

O211

0212

0213

0214

0215

0216

0217

0218

0219

0220

通構・遺物なし

通栂・逸物なし

遮構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺椛・遺物なし

遺栂・遺物なし

遺構・通物なし

性瞬赴・土師器・須恵器・砥石

遺栂・遮物なし

住膳杜・柱穴・櫛．古代土卸器・

捌恵農

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

報
報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

立会閃在

立会飼壷

発掘閥売

立会削飛

立会剛壷

立会岡在

立会餌壷

発掘関充

０３０２

０３０５

０３０２

０３１１

０３１２

200s年度

９

(瓜南）工学部薬品Ⅸ新設工事

(肌淵）総合研究棟共同撫股伯工耶

(凧南）耶務局排水管修理工巾

(本荘北）基幹・環境整備工巾

(鼎胴）総合研究棟共同栂股備工耶

(京町）附属小・中学校フェンス取股工耶

(鳳南）総合研究棟共同溝股臓工亭（Ｉ区）

(本瀧南）医那技術短期大学部北側雛】１１場環境塾開工巾

(蕊）大江総合研究棟給排水管および睡気エリ＃

(字刷毛）小碩欄舎1棟ｲﾙ水管湖水修理工耶

(本荘ⅡI）動物慰孟碑新股工耶

(凧南）総合研究棟共同調股備工事

(瓜北）敦室新築工耶

(蕊）記念館述設工耶

(本荘南）発生医学研究センター施股整個噸業

(凧術）緯合研究棟共同牌股個工、（ガス管）

(本荘南）発生医学研究センター整伯事栗本体工耶

(本荘北）中央鯵療棟（柏）股営工耶

蕊薫間取設工耶

立会同壷

試掘閥壷

立会閃壷

発掘同壷

遺樽・遺物なし

土師器

週栂・遺物なし

縄文･古墳・住居杜・榊・縄文石善・弥生土

弥生･古代器・土師器・近代磁器

遺構・遺物なし

通構・週物なし

抑文･古代櫛・ピット・土坑・遺物包含脳‘

縄文土器

遺構・過物なし

遺栂・遮物なし

遺栂・遺物なし

遺櫛・遺物なし

縄文･古代溝・ピット・陶磁器・土師器・狐
恵器・縄文土器・石器

遺榊・遺物なし

古代土師器

遺栂・遁物なし

遮樽・遺物なし

年報１０

年報１０

年綴１０

年報１０

年報１０

年報１０

本帯

年報１０

年報１０

年報１０

年棚１０

本香

年報１０

年報１０

年報１０

年報１０

年報１０

年報１０

年報1０

㎡
㎡
㎡
㎡

２
６
８
５

９
脆
麹

０８．４．１０

０３．４．１０

０８．５．２０

０３．６．２～

７．２

０３．７．１８

０３．８・’９

０６．８．６～

９．１２

０３．９．４～

９．８

０３．９．５

０３．９．２９

０３．１０．２

０３．１０．１～

１０．１０

０３．１０．２７

０３．１１．６

０８．１１．１７～２８

０８．１１．２６

０８．１２．９

０３．１２・’０

０４．１．１３

皿
唖
恥
卿

逓椛・遺物なし

遍構・週物なし

7.54㎡

3.01㎡

402,ｆ

2535㎡

296㎡

44.3㎡

168‘2㎡

539.2㎡0306

７
郷
獅
唖

皿
０
０
０

試掘岡症

試掘岡壷

立会阿壷

立会阿壷

試掘国壷

立会阿在

立会飼壷

13.75㎡

7.4㎡

557㎡

３６㎡

2658㎡

４㎡

１１２㎡

０
２
皿
画



0‘108宇制毛測地小硫柑鋼ﾙ水稲M水肥杵改惟エリ１

伽()９１１』盤団地北地胤肥念碑股仙加耶

笠
磁
壷
先
先

調
鋤
副
詞
詞

会
会
把
会
会

立
立
発
立
立

(薬）大江総合研究隙給排水管及び電弧工耶

(胤北）牧裳新凝工耶

(本荘南）医学筋Ｂ棟．Ｅ棟・ＲＩ・旧動物舎取壇工事

(本堪北）東側駐】I[場笈臓I:巾

(胤剛）理学稲‘1号飾朋辺プレハブ舗設、工耶

‘155ｍ

398.8ｍ

1.000㎡古代

30.7ｍ

８３㎡

通撫・通物なし

遺構・遺物なし

櫛・ビット・土師器

遺栂・通物なし

０
０
０
０
０

榊
細
織
榊
榊
鋤
報

０１．１．Ｍ

０１．１．１５～1９

０１．１．２３～幻

０１．１．３０

０１．２．９

０１．Ｚ・’６

０１．２．２３

０１．３．．１

０１．３．５～９

０１．３．９

０１，３．９

０１，３．１０

０１．３．１０

０４．３．１０

０f１．３．１０

０４．３・’’

０４．３．１１

０４．３．’５

０４．３．１６

０４．３．１７

０１．３．２２

０１．３．１９

０３０７

0313

0314

0315

0316

立会詞磁

立食詞飛

発掘劉壷

立会濁流

斑会醐売

立会測在

立会禍森

立会調森

jZ会洲流

血会綱森

立会糾在

弘会綱森

血会洲在

jZ会調充

血会綱充

立会調飛

(本荘北）儒樹の木移抽

(肌北）附偶聾獲学佼門掴市通水通修理工巾

(本荘南）医学部Ｂ棟。Ｅ棟・ＲＩ・旧動物舎取壊工事

(胤北）体面改惟工耶

(照北）柵利施股空関股偏取股工耶

(照1W）外灯般備工耶

(抑肘）総合研究抑外灯股備エリＩ

(！』.{北）軟蹴新絡工Ⅲ

(川北）敬寵折第工耶（空調槻取般）

(本職＃j）外灯設佃:I:叩

(本細W）外灯股備２１叩

(川北〉外灯批備工耶

(難）外灯孜愉エリ１

(川北）牧寵新築エリ＃（植戦）

(京町）放帝学部附属小中学校街蹄灯股備工耶

(川北）消火栓応悠処侭

ｌ６ｎｆ

２１㎡遮桶・遺物なし

Ｍ)o0zYf中１１t,古代溝・ピット・閏磁器・土師器

2.3ｍ週構・遺物なし

13.19㎡週構・通物なし

3..1㎡遺榊・遺物なし

‘1㎡通榊・通物なし

】0㎡適柵・jIa物なし

４４㎡週柵・通物なし

‘1Ixf過柵・通物なし

11.21㎡遡術・蝋物なし

３.別lIf細文土器片

11.81㎡遡僻・通物なし

＆92,1古代土師器・緬忠器片

７０㎡遡構・遡物なし

1.081㎡遺栂・週物なし

0317

0棚8

0314

0319

0320

0321

０３２２

0313

0323

032,1

0325

0326

0327

0323

0328

0329

試掘調流

血会糾碓

2004年度

ｌｌｎｆ古代柱穴・細忠器・土師器

370,ｆｉｎ櫛・通物なし

ＯＫ)Ｉ叫礎Ｈ１地北地区教護斬纂工躯（溌廊.ド設佃）

本雅団地北地区中央診蝋棟（絶）股営工耶

０１０２本躯団地間地区発生医学研究センター述設工耶

立会潤売33.8,Ｉ遮構・遺物なし

試掘凋先１０.‘14㎡古代溝？・土師器

発掘調企12.11.75㎡古代土師器・緬叫器・縄文土器

試拙凋壷万6ｍ古代ピット・土師器

立会詞雅150㎡古代土師器

年慨１１

年慨１１

年報１１

年雑１１

年雑1１

０１．４．７

０１．４．９

０１．．１．１３～

５．３１

０１．５．２６ 肌聾団地北地区熊本大学大学院社会文化科学研究科研究裳新

凝工耶

０１０３本”I地北地区中央総蝋棟（絵）没衝工邪

０１０１錨学部地区槻物閲棚支碓ほか設慨工耶

帆0５蕊学部地区浦本記念航斬緋恨械設備及びその他工耶

本鞭団地北地区（医描）鵬幹・環境塾備工叩

０１()６鍋学部地区窟本紀念館（仮称）巡設:I:邪（Ⅲ巡物撤去,樹木

撤去・芯欠陥線・給水補肥符・ガス符配箭・樹木秘１１N）

０１．５．小１

０１．１０．１．１

０１．５．２１

()d１．６．２５

０１．６．２８

０１．５．２‘１

０．１．５．２６

０』１．６．‘１

０４．１０．２６～2８

０４．１１．１２

０４．１１．２９

０４．７．２６

０４．７．２９

０４．８．６

０４．８．２０

“・８．２３

似・８．９

似・８．１０～１１

(兇・’１．５

０１．１１．１１

０１．８．１７～

１９．２３

０１．９．３

０１．９．１．１～２２

０５．１．２７～

０１．９．１６

０１．９．１６

０１．９．１６

０１．９．２１

０１．９．２１

０１．９．２１

０４．１０．１２

(Ｍ・’０．１２

０４．１０．１９

０４．１０．２２

D１．１１．１～2８

立会調壷

立会鯛礎

試掘調光

蹴会調光

3.3Ｍ遁櫛・週物なし

“･18㎡遺栂・逓物なし

ｌＯｎｆ古代･縄文土師器・縄文土器・土駿

13324,1逓栂・通物なし

年慨１１

年報１１

年報１１

年棚1１

3．これまでの澗森と本番収録の逝跡

立金網流

立会網光

通柵・遡物なし

逓梢・週物なし

年伽１

年１１１１１

26,21㎡

７２Ｍ

1M礎剛地附地区理学部耽幡ｶﾙ取投:I:耶

胤盤団地北地区熊本大学大学院社会文化朴学研究科研究宝新
蕊工耶

年報１１

年報１１

年報１１

年報１１

年慨１１

年慨１１

年棚１１

年慨１１

年報１１

年報１１

年報1１

０－１１２

“１３

011‘１

０１１５

０１１６－１

(｝１１６－２

（》117

（Ｍｌ７

０』118

０４１９

０４１１

年慨１１

年報1１Ｎ1０

０１１１本荘剛地北地区（医鋼）態幹・環境盤備（ポンプ案・ＲＩ災血会調売・120㎡

験悼取壊・ガス切特・水遊プラグ止・珊辺設備問巡）エリ＄発掘鋼売

土師器・頒惣器・縄文土器・竪穴年報１１

住居蛾・溝・ピット

本雅棚地北地区剛Ifi描院郁市ガス掴配祷修理工耶

京可地区附属中学校台嵐彼蒋による倒木起し

！M暖Ⅲ地1W地区工学部台風岐響による倒木起し

蕊学部地区宮本紀念館新憐槻械縦備及びその他工耶

本荘Ⅲ地北地低附閥揃院台風彼祥による倒木起し

本jII測地Wi地区医学部台風彼郷による倒木起し

#,礎間地北地区爪饗文化財案内板般眺エリJ

MI盤IJI地附地Ⅸ爪撰文化財梁1A】仮批iiHエリ１

",｛鵬IﾘI地北地区班目激打肥念帥侃桃孜Ｗｕ:耶

本jIl棚地北地区附腐荊院柵利厚生施設ﾘI込配線エリ１

本職IJI地北地IＸ（畷荊）雌紳・聴境確備

遡会凋鉦5.7㎡週摺・遮物なし

血会糾推８㎡週桐・週物なし

.Ⅸ会側壷・1㎡週柵・週物なし

立会剖売ｌ０ｎｆ通栂・週物なし

血会淵光８㎡週綱・過物なし

立会糾稀ｌ５ＩｒｉｊｍＷﾘ・週物なし

迩会鋼稀0.5nｆ通柳・週物なし

血会綱従0.5ｎｆｊｎ柵・週物なし

立会測森０‘3㎡jIiHW，jIi物なし

血会訓在223㎡遡柵・遡物なし

発掘澗猫5511㎡抑文･古城・竪穴住居１１ｔ・掘立桃述物ｶﾋ・溝・

古代畑・土師器・釧忠器・細文土器・

鉄触・勾玉・蒲器

血会澗従6951㎡週構・過物なし

血会澗森‘131㎡週櫛・通物なし

立会調碓66.39IIf遡構・遮物なし

試掘綱代１８血ｆ古代住居雌・縦穴・緬忠器・土師器

立会濁流731㎡遺構・遺物なし

立会凋巌14.5㎡遺構・遺物なし

班金列雅１６()“ITI古代土師器・猟忠器

発掘鋼従1170.．lzUf古代土師器・弧哩器０１２５

１０

蕊学部地lXテニスコート雛偏工耶

胤礎111地附地Ⅸさく井股傭エリＩ

本職団地北地区中央誰蝦棟（紬）エリ＃

照挫北地区愉棚ネットワーク航関連工耶

胤礎団地北地区記念航（水逝）収壊工叩

本荘団地北地区ボンベ剛取設工耶

肌盤北地区怖慨ネットワーク航耶前工耶（促脊工耶）

胤職北地低愉報ネットワーク飢述没工耶

０４．１１．２６

０４．１１.鋤

０１．１２．６

０１．１２．１５

０１．１２．２１

０１．１．１１

０５．２．１～２．

７～９

０５．２．２１～

３．３０．

５．９～６．１０

0420

０１２１

０１２２

年柵１１

年柵11

年報１１

年報１１

年報１１

年報１１

本椛告Ⅲ

０１２３

o121

0Ll25

本紙瀞、



４㎡遺栂・週物なし

10652㎡縄文･古代竪穴住勝杜・掘立柱述物・縄文土

器・土師器・瓶忠器・蝋色土器

2937.21Iｆ遺榊・週物なし

本荘団地北地区防火水相取股工廟

ﾉ川鍵団地北地区質料航加水辿神湖水修理工耶

肌嬰剛地1M地区樹木移仙工耶

繋学部地区耐水孜卿工小

木雑団地１W地区駐Ｊ１[珊環塊離附工耶

ﾉﾊ峻叶i地区耶務崎倉ｌＩ(斬営工耶

牧育学部附属中学校卒推紀念仙枇紳工耶

牧fiF学部附属幼推側掲示板股慨工耶

胤礎１W地IX工学郁危険繋品ﾊI【改修工耶（仮称）

川盤1W地区きく井投傭工耶（迅加分）

川礎1W地区叩I務胤命&K改修工耶

大江地区蕊学郁外灯股備工耶

牧Y『学部附偶幼碓側遊典取股工那

川製I+I地区樹木械扱エリド

教育学部附属中学校洗湘機Wtき場新設工耶

牧行学部附属小学佼遊典取股工那

(本継北）附属摘院拙利厚生ガス符工耶

(本雅北）中央砂撫棟巡絡棟１１祷工耶

川聖火地区放帝学郁附属礎綬学校給水符澗水改修工耶

川礎附j地区耶務局前樹木移仙工耶

棚
充
光
森
充

聡
搬
測
綱
潤
測

＃
鯛
会
会
会
会

”
立
立
典
立

84,ｆ近枇 牌・土師器・縦忠器・賜什・銅銭

遺柵・遡物なし

遺柵・遡物なし

週櫛・通物なし

本替

年報１１

年報１１

年報1１

０５’２．４．８～９０４２６

０５．２．４

０５．２．２１～2２

０５．２．２１

０５．２．２８‘

３．１４．４．１

０５．３．１

０５.３，１

０５．３．１

０５．３．２

０５．３．９

０５．３．１０．１５．

１６．１８

０５．３．Ｍ．’６

０５．３．２２

０５．３．２３

０５．３．２４

０５．３．２４

０５．３．２４

０５．３．２４

０５．３．２５

０５．３．２８

０４２７

０４２８

Ｍ2９

０１３０

１５㎡

１９㎡

4.25㎡

1.846町ｆ

1.2㎡

0.945㎡

O81I1f

l蛇.5㎡

5.6㎡

62Ｍ㎡

在
従
盗
光
猫
光

調
綱
綱
鯛
綱
綱

会
会
会
会
会
会

立
立
蹴
立
立
立

遺柵・遺物なし

遮椛・逓物なし

遺柵・遺物なし

遺櫛・遺物なし

遮柵なし・土師器

逝柵なし

04別

(Ｍ32

0433

0134

0435

0436

0437

0438

0'139

0ＭＯ

Ｏ''41

0142

0143

014‘1

0445

売
張
迩
壷
光
従
去
強
盗

鯛
綱
調
綱
糾
糾
鋼
測
調

会
会
会
会
会
会
会
会
会

典
立
立
血
立
立
立
立
立

遺榊・遺物なし

遮柵・遡物なし

遺梢・週物なし

遺櫛・週物なし

遺柵・遺物なし

遺栂・遺物なし

逓梢・通物なし

遺椴・遺物なし

遺構・遺物なし

８‘l耐

4,Ｍ㎡

６㎡

２㎡

918㎡

０８㎡

1.74㎡

3,355㎡

立会測壷

迩会鋤在

立会副猫

発掘飼流

2005年度

２塾㎡

l0L5ITi

4q9㎡

1147ｍ

O鋤Ｉ本雅IJI地nj地Ⅸ卿！〔j＃環填整備工耶（辿加）

0502医学部附属描院排水貯制梢ポンプアップ排水祷袖修

0‘125（川狸）悩柵lﾈｯﾄﾜー ｸ伽本体二l:小

０５０３（本荘）発生医学研究センター施設整倫巾漁（外栂）

０５．４．１９～

‘１．２０

０５．４．２７

０５．２．４～

６．】０

０５．５．３０．

６．４～

６．５

６．１‘１

０５．６．７

６．１０

０５．６．９～

６．１０

６．１２

０５．６．２０

０５．６．２１

０５．７．８

０５．７．１３～

７．１４

７．１９～

９．３０

０５．７．１９

０５．８．１

０５．８．２～

８．３

０５．８．２～

８．Ｚラ

０５．８．５

０５．８．５～

８’１０

０５．８．８～

８．１８

０５．８．１８

立会捌猫

立会糾光

発掘関張

28㎡古代土師器．瓶忠器 年報１２

年報１２

本報告Ⅲ

Ｉ柵内通跡と調査の概要

立会鋼交2937.21Iｆ 年報１２

0鋤Ｉ小附揃舎蝋般ｶﾞｽ配祷耐れ袖催・新設工耶

0505（医鋼）蕪紳・胴塊笈備（股偶・典き家１W）

迩会剥在７㎡

迩会謝光5596㎡

週梢・週物なし

遁桝・通物なし

年報１２

年報1２

0506（大江）蕊学部テニスコートフェンス取股

0507（本荘中）歎地境界ブロック改修工耶

0508（期礎）情報ネットワーク航仮股巡入路工耶

0509（医描）蛎幹・環境整備（曳き家・移動先）

年報1２

年報１２

年報１２

遺栂・遺物なし

逓栂・逓物なし

土師器・須悪器

住居赴・溝・土師器・須恵器

２
２
２
２

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

古代

縄文･弥生

古城･古代

０５１１水雅団地北地区卿水配腎袖鵬

０５１２牧行学部附嘱幼惟囲物､t股、

鵬l3工④（鵬髪１Ｍ）工学郁他校舎改惟施設雛備群４１業－１

０５１３理②（棚嬰１Ｍ）工学郁他校舎改修施設楚惰練耶案－２

O5l4医学部１Ｍ地区テニスコート内給水投備エリI

O513工⑤（蝿愛耐）工学部他校舎改惟臆設盤備聯耶梁一l

O5l3工①（胤鍵I+I）工学部他校舎改修施設整胴聯耶莱－２

０５１５本荘凹地（1W地区）雌〕I[場唖境盤備工耶（その２)．辿加愛
吏

0515工⑥（肌嬰1W）工学部他校舎改惟施設慾偏輔耶紫-2

0513工⑬（ＩＭ盤Ni）工学部他校舎改作施股楚備榊l難-４

０５１６本荘IJI地中地区外灯般偏工期

0613工⑫（M嵯術）工学部他校舎改修施設雛偏締り#業-2

0513工⑦（Ｍ１鍵111）工学部他校舎改惟施設難偏棒ﾘ喋一l

O513工③蝿鴎１N）工学部他校舎改修施般雛備神耶業-2

0513班③（拠愛1M）工学部他校舎改修施股聴備練耶梁－１

０５１３郡④（帆饗1N）工学部他校舎改修施股雛備聯耶梁一l

O513工⑪（肌鰐間）工学部他校舎改修施股砿備跡耶業-2

0513工⑩（鯉嬰1W）工学部他校舎改修施股整備聯耶柔-2

0513理①（川撰剛）工学部他校舎改惟施投鼓側聯那業－１

０５１７（医描）雅紳、現塊雛側（典き家・現椛地）

0513駅③蝿礎1W）工学部他校舎改惟施般砿側線』ｉｆ梁－１

立会劉碓7.6㎡古代包含層・土師器．狐恕器

立会飼猫q96nf遺栂・遺物なし

立会濁謙9.7㎡古代土師器・瓶忠器

立会調売198.75㎡古代土師器・縦忠器

立会調壷１９.蝿nｆ遺構・遺物なし

立会測壷178㎡遺構・遺物なし

発掘鋼森80.88,ｆ古代住居杜．土師器・須悪器

立会鯛壷23598㎡古代住居辻．土師器・誠忠器

立会澗従14.71㎡過椛・通物なし

立会調狂259㎡週構．遺物なし

迩会劉猫11.4㎡遺椛・遺物なし

立会鋼従172㎡遺椛・週物なし

立会鯛充Ｍ､7㎡遺柵・遺物なし

立会綱光８６．１㎡逝僻,過物なし

立会鯛光６５.ITI遺惟．逝物なし

立会閥光12025㎡遺櫛．過物なし

立会鯛売246,1週構・通物なし

血会澗張204㎡遺栂・遮物なし

発掘鯛売６７‘6㎡縄文･古代竪穴住居杜・縄文土器．土師器．
鍍忠器

立会綱猫1337㎡通栂・遺物なし

血会測碓48.75㎡蝋櫛・週物なし

年報１２

年報１２

年報１２

ｚ
２
２
２
２

１
１
１
１
１

報
報
報
報
報

年
年
年
年
年

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

報
報
祁
報
報
報

年
年
年
年
年
年

０５．８．１８～

８．２３

０５．８．１９～

８．２９

０５．８．２４

０５．８．２３～

８‘２９

０５．８．２５

０５．８．２５

０５．８.２５

０５．８．２５

０５．８．２９～

８．３０

０５．８．３０～

９．１

０５．９．１～

９．１３

０５．９．１．

９．２０

０５．９．４～

９．５
年報1２

年報1２

年報１２

年報1２

１１



5.511ｆ

９，Ｉ

３５㎡

1.1㎡

12.103㎡

0513工⑨（無職H）エ学部他校舎改作施設雛備等耶梁－２

０５１８附属描院祁市ガス設備改修工耶

０５１９（川饗北）学務部命》M取股工聯

O513工⑭（蝋髪湘）工学筋他校舎改修施般按備等ﾘﾘ柔-5

0513工⑮（照盤１W）工学部他校舎改作施般砿備等耶梁－１

０５２０本荘団地北地区入辿院棟前ス画一プ取設工耶

０５２１本荘剛地（北地区）台風倒木引起し

0513工②（照髪耐）工学郁他佼舎改作施設按備等ﾘ嬢－２

０５２２医学部附属描院符理棟鰍外給水パルプ取併工耶

０５２３（医描）中央鯵縦棟（仕上）

(〕513工③（肌盤Ihi）工学部他校舎改俸施般藍傭等耶業－２．３

０５２１本雅Ⅲ地（北地区）駐〕I[ケート整備工小

０５２５（照礎）怖報ネットワーク般備工耶

立会澗売・13.9㎡０５．９．１２～

９．２７

０５．９．１３

０５．９．Ｍ

０５．９．１５

０５．９．１５

０５．９．１５

０５．９．１５

０５．９．１６～

１０．２

０５．９．１６

０５．９．２７

０５．１０．１１～

１１．７

０５．１０．１１

０５．１０．１３～

１０．１４．

１０．１７～

１０．１８

０５．１０．Ｍ

０５．１０．１９～

１０．２０

０５・’０．２１

０５．１０．２５

遺梢，遺物なし 年報１２

礎
従
従
従
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張
壷

調
潤
岡
餌
飼
卿
詞

会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
立
立

遺卿・遺物なし

週１月・逓物なし

包含層・ピット

遺栂・蹴物なし

逓禍・遺物なし

蹴隅・in物なし

土師器・鋼忠器

２
ウ
》
２
リ
』
２
ワ
今
ワ
】

１
．
１
１
１
○
１
１
１

級
鍬
報
報
躯
報
報

年
年
年
年
年
年
年

29,ｆ

157.浦nf

O79ni

‘lO5I1i

l7,l8nf

2355,ｆ

97.312Ｍ古代

225㎡

57.6nf

l50nf古代

261,郷IUI

73.611ｉ古代

立会鋼従

立会副光

班会糾従

通梢・遺物なし

過冊・in物なし

仙州jI上・櫛・土師器・釧哩器

遺1N・週物なし

性穴・土師器・捌忠器

ク
壁
ク
】
ワ
》
ワ
】
り
】

○
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報

年
年
年
年
年

立会調従

立会潤碓

0526埋文岡壷室内部改作恨械股偏工耶

０５２７（黙盤北）文法学部本節ス画一プ整備工耶

立会鋤先

立金閣笠

遍梢・週物なし

通鵬・週物なし

20ni

4‘11㎡

年報１２

年報1２

立会閃売810,ｆ

立会関従381.12㎡

遺隅・遺物なし

遺柵・遺物なし

工学部ものづくり突判室新営工邪

(医荊）外来臨床研究棟玄関前覇境盤憤工耶

鵡学部湛床叢（苗床澄裳）補作工噸

旧愉報処理センター展外陪段取詮工耶

牧育学郁附属養鰻学校給水引き込み濁水補修

(胤北）ボイラー型給水管網俸工耶

剛製術地区囲障改作工耶

年報１２

年報1２

0528

0529

壷
壷
壷
猫
在

飼
潤
調
鯛
測

会
会
会
会
会

立
立
立
立
立

通1Ｗ・遺物なし

遍撹・週物なし

逓桶・通物なし

遡綱・遺物なし

遺隅・遺物なし

年報１２

年報１２

年報１２

年報１２

年報1２

３．これまでの調査と本瞥収録の遺跡

０５．１０．２６

０５．１１．４

０５．１１．７

０５．１１．７

０５．１１．１６．

１１．２１

０５．１１．２９

１２．１５

０５．１１．２９～

１２．５

０５．１２．４

０５．１２．７

０５‘１２．９

０５．１２．１２

０５．１２．１２

０５．１２．１３

０５．１２．１３

０５．１２．１３

０５．１２．１３

０５．１２．１‘１

０５．１２．１４

０５．１２．１５

０５．１２．１６

０５．１２．１９～

１２．２１．

１２．２６

０６．１．６～

１．１１．

２．２７～

３．２

０５．１２．２２

唖；・’２．２６

０６．１．４－

１．１９

０６．１．５

０６．１．１０．

１．２５

０６．１．１７

０６．１．２０

０６．１．２６．

２．２

２．１０

２．２７

０６．１．２３

０６．１，割

０６．１．２６

０６．１．２７

０６.１．３０

０６．２．１３

０６．２．１６．

３．１３

０６．２．１７

画
画
唾
唖
酎

0513工⑯（ﾉ剛饗iW）工学部他校舎改修施般竪慣等蛎梁－２
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ｔ
ｔ
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前
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唾
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壷
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会
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会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

立
発
立
立
立
立
班
斑
立
立
立
立
立
立
立
立

雌鵬吐・性穴年報１２

住居雌・櫛・ピット・土師器・瓶年報1２0513理⑥“髪耐）工学郁他校舎改修施般整備等耶乗-2

0513工⑰（叫盤１W）工学部他校舎改修施誰穂備坤耶業－２

()513エ⑱（蝋礎冊i）工学部他校舎改惟施設雛備聯耶業-2

0513工⑲（川礎１W）工学継他校舎改惟施設繁備神叩梁-2

0513工⑳（1M勘W）工学部他佼舎改修施般読偲網喋－２‘５

０５３５牧淘学部新附部農珊竹薮抜恨

0513工2１（川盤1W）工学部他校舎改修舗施股雛備耶業一l

O513工2２（#,(礎liW）：'二学部他校舎改修施投雛備諦111梁-2

0513工2３（肌礎1W）工学部他校舎改修施股諮備鞭１１梁-1

0513工2４（川礎附）工学部他校舎改修施設強傭鞭耶業-2

0513理⑦（M峻卿）工学部他校舎改修施設雛備練馴梁－２

０５３６Ⅸ学部弓通鳩設備工耶

0513理③帆暖１W）工学郁他校舎改修施設離備帯耶業－１．２

０５３７理学部プレハブ倉叩新甘工耶

０５３８（剛健）怖報ネプトワーク節設備工耶（迅加）

忠器

土師器

ピット，土師器・猟忠器

包含肘・土師器・弧忠器

inllV,j､物なし

桃穴

通僻・遡物なし

遡附・週物なし

遺柵・遺物なし

通桶・通物なし

Ⅲ柵・逸物なし

遡桶・通物なL

jn栂・遺物なし

遺桶・遺物なし

土師器・釧忠器

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
椛
報
報
報
微
報
報
報
報
報
報
椛

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
祁
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

遺備・遺物なし

遺梢・遺物なし

住届祉・土師器・緬忠器

壷
術
売
従
従
飛
光
壷

調
調
飼
脚
卿
糾
綱
醐

会
会
捌
会
金
会
会
会

立
立
発
立
立
江
成
立

０５３９本潅団地（中地区）ゴミ、場取殴

0513理⑨（無礎1W）工学郁他校舎改作施設整備等耶莱-2

0513理⑩（肌礎Ⅲ）工学部他校舎改修施設整備鞭耶乗-2

0513理⑪（無盤耐）工学部他佼舎改修施設整備守り喋一２

０５４０本荘団地（1W地区）塊投ガス喬改修工JII

O513工2５（胤礎iW）工学部他校舎改修施設強偏締叩業-7

0513工2６（胤礎耐）工学部他校舎改作施設腔偏癖耶業－７

０５‘１１（胤礎1W）理学郁駐拾場整備工耶（迅加。抑追加含む）

‘I851ni

l0Iri

８９㎡古代

通梢・遺物戦し

通栂・通物なし

70,《

61,8nｆ

ｌｍｆ

708z11

1110.6,1ｆ古代

通卿・週物なし

通栂・遮物なし

土師器‘釧忠器

リ
』
ウ
】
ウ
》
ク
ー
ク
』
ワ
》
２

１
１
１
。
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年

通梢・遍物なし

通撫・通物なし

通柵・遮物なし

遺禍・通物なし

遺桝・遺物なし

通禍・遍物なし

遺栂・遺物なし

(剛健術）工学郁他校舎改修施設整備等耶莱－７

(叫礎1W）工学部他校舎改作施設整備等ﾘﾘ案－２

(肌礎耐）工学部他校舎改作施股整備騨馴梁－１

(医摘）基伸・環境塾偏（曳き家・移動経路）

(鵬礎耐）工学部他校舎改修施設整偏等耶業－３

附属描院駿興厚生施股閲唾整備

(医描）鵬幹・環境整備（股備・曳き家後）

牧育学部附属幼稚閲ブランコ1Wゴムマツト布設

売
光
壷
狂
従
売
売

飼
鋼
洞
綱
訓
醐
関

会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
血
立

４５.‘1nｉ

ｌ２ｎｉ

４０ni

l461ni

I費xilnl

3389nf

３９，１

05眼~r”

05臓丁深

051忽Ｔ四

O5i2

0513工3０

０５１３

０５４４

年報1２通桶・ｉｎ物なし立会画壷１２，１0劃５

1２



21.98吋古代

０５４６（剛嬰）憤報ネットワーク館新営工耶に伴うﾀ噸工叩立会画在1837㎡古代住屈祉・土師瀞・緬忠器 年報１２０６．２．２１．

３．７～

３．８．

３．１３．

３．１６～

３．１７

０６．３．１０

０６．３．１３

０６．３．２４

０６．３．３０

0547（黒髪）北地区学生会航西側バイク樋場股圃工耶

0548本荘団地（中地区〉渡り廊下股、

０５４９（医痢）外来化学娠法センター屋外汚水配管工叩

０５５０ぎ木補修工耶

売
在
在
壷

岡
岡
四
阿

会
会
会
会

立
立
立
立

遺梢・迦物なし

遭構・遭物なし

遺栂・遺物なし

遮柵・遺物なし

２
２
２
２

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

４８㎡

５５ｍ

1.92㎡

｡91㎡

０６．８．１１

０６．８．２１

０６．８．２４～

８．２５

０６．８．３１～

９，１

０６．９．７

０６．９．’’

０６．９．１２

０６．９．１４～

９．１５

０６．９．２０～

９．２１

０６・’０．２

０６．１０．２

2006年度

０６１８

0619

0611③

0611④

0620

0611⑤

0611⑥

0611⑦

0611③

0611⑨

０６２１

軟育学部附属中学校テニスコート移股

(凧髪北）接地工亭

(凧髪北）資料節改修工耶

(凧嬰北）資料航改修工耶（屋外排水）

工学郁研究実験用血康取股工耶

放送大学案内板取股工聯

(照髪間）工学部他校舎改修施股整偏等耶業－９

(瓜髪北）前面歩遊配管補修工噸

理学部駐給埋ガス洩れ補修

軟育学部附属小学校遊具新股

(恥裂開）工学部他校舎改修施設整偏等率業－１

(瓜愛南）工学郁他校舎改修施殴益憎等駆業－２

(鼎髪南）工学部他校舎改修施股整惚等耶業－２

(黒髪南）工学部他校舎改修膳設整備捧耶粟－６

立会岡褒

立会岡壷

発掘閥壷

発掘岡去

立会岡在

立会岡交

立会岡喪

遮柳・遺物なし

遼柵・通物なし

土師鰐

土師鋼

遺栂・遺物なし

適栂・通物なし

適構・遮物なし

遺桶・遺物なし

遺構・遺物なし

退栂・退物なし

遺栂・遺物なし

遺柳・遺物なし

住穴・土陣晋

柱穴・土師閏・鋼思祷

０６．４．１１

０６．４・’’

０６．４．１１

０６．４．１１～

４．１２

０６．４．１２

０６．４・’３

０６．４．１８～

４．１９

０６．４．２１

０６．４．２４

０６．５．２

、
唖
晒
”

㎡
㎡
㎡
㎡

鯛
６
１
２

５
鍵
卿

３
３
３
３

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

古代

古代

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

啄
唖
画
獅
岬
蜘
地
卵
》
》
恥
恥
雄

4905,

1.5㎡

５２㎡

壷
在
垂

岡
飼
国

会
会
会

立
立
立

1.3㎡

1.7㎡

｡98㎡

３２㎡

l29nf

1.1㎡

２４㎡

立会餌在

立会飼査

０６．５．１１

０６．５．２２

５．２５

０６．５．２２

０６．５．２２～

５．２４

０６．６．１２

０６．６．１９

０６．６．２２

６．２８

７．３

０６．６．２７

７．７

０６．８．７

０６．８．１１

発掘岡壷

発掘飼査

古代

古代

(凧髪）環境安全センター給水配管補修

附属鋼院中央鯵撫棟新営電気股偏工躯

附属病院中央雌娠棟新営機械股倫（衛生）工耶

壷
姦
壷

岡
飼
飼

会
会
会

立
立
立

遼栴・週物なし

週栂・遺物なし

土師勝・瓶悪器

057㎡

724㎡

153㎡古代

0612③ (柵嬰南〉工学部他校舎改修施設整備等耶業－１

軟宵学部附属中学校給水管補修工叩

(胤髪〉プール附属家輔環境配倣改修（アスベスト処理）工
耶

医学部附属荊院駐J1〔場側紳修理

教宵学部附属義膜学校風外人工芝弧静その他エリド

側鍵1W）工学部他校舎改修施股益備聯耶梁－３

(胤嬰間〉工学部他校舎改作施設離倫坤馴業－２

教奇学部附属小学校ﾌﾞｰﾙ系統給水鯛水補修工耶

(凧髪南〉工学部他校舎改怖施股整備聯事業－１０

(瓜髪南）工学部他校舎改修施設整備等耶業－１０

(瓜髪南）工学部他校舎改修施股整備紳耶業－１０

(鵬嬰南）工学郁他校舎改修捻股整備騨事柔－１０

凧髪南）工学部他校舎改修鰭鰻整侭等耶業－２

(凧髪）プール附属家等覗境配恵改作（アスベスト処理）工
事その２

(医病）覇塊整備（西側駐車場等）工願

在
狂
推

飼
鯛
刷

会
会
会

立
立
立

Ｉ椛内逝跡と調査の概要

土師冊・捌恵開

通樵,遺物なし

遁胴，遺物なし

遮柵・遺物なし

巡柵・週物なし

年報１３

年報１３

年報1３

0616

0617

”nf

O59Ixf

本寄発掘飼在807795㎡古代

（50L68nf）

韮
壷
姦

削
削
倒

会
会
会

立
立
立

年報１３

年報１３

年報１３

８０７５㎡

420L51㎡

20,7㎡

立会悶在64.1㎡古代

立会醐壷２８㎡

立会間壷4964,ｆ

立会閥壷140㎡

立会岡在3296㎡

立会飼壷弱１㎡

櫛・土師淵 年報1３

３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年

週構・通物なし

週柵・遺物なし

遺栂・遺物なし

立会関在

立会肉交

105㎡

４４㎡

週柵・遍物なし

逝栂・週物なし

土師鴇・掘恵器・縄文土器２
肥
”
釦
聡
叩
吃
咽
肥
泌
弱
２
Ⅳ
訂
４
鋤
釦
１

■
●
●
。
■
●
甲
色
●
ｐ
■
ｂ
●
Ｃ
ｅ
早
●
●

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
１
１
２
１
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

蝿
妬
砺
鯛
“
蝿
“
“
砺
砺
鯛

0622

年報１３

年報１３

年報1３

1３

凧嬰団地外灯取股その他工耶

附属鋼院股備管理棟アキュームレータードレン管阿れ修理

(医鋼）蓋幹・環境整伯（外灯）工事

(医鋼）基幹益偏（ボイラー股備他更新）工鞭

(大江地区）雨水殴憎工耶

医学部附属病院管理棟北側外灯撤去工叩

(本荘）医学部保健学科校舎改作砥気般僧工邸

0623 立会飼症２a79㎡ 遺棚・遺物なし

通柳・週物なし

適栂・遮物なし

遺檎・遺物なし

適榊・遺物なし

３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年

蝿
唖
睡
唖
嘩
唖

壷
壷
壷
壷
壷
壷

飼
餌
飼
岡
飼
詞

会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
立

2.16㎡

2964㎡

106.7㎡

０２１㎡

２８㎡

2394㎡古代 土師鰐

0630瓜髪剛地区工学部通用門周辺植栽

0631渡鹿団地防火用水撤去工事

0632耶務局正門樹木柚替え

壷
壷
壷

飼
飼
画

会
会
会

立
立
立

通撫・遮物なし

迫栂・週物なし

遺柳・週物なし

15㎡

5693㎡

３麺㎡



年報１４

年慨14

年報Ｍ

年報１４

()612④（川髪１W）工学部他校舎改修施設整備報聯業－６ 発拙調充162.7㎡古代土師器・訓忠器・動物什 年報1３()６．１２．１５

１２．１８～

１２．２５

１２．２７～

１２・盤

０７．１．４～

１．９

０６．１２．１９

０６．１２．２５

０７.‘１．２

０７．１．１０～

１．１１

１．１９

０７．１．１８

１．２２～

１・鋤

０７．１．３０

０７．２．１

０７．２．２０

０７．２．２６

０７‘３．１

０７．３．６

０７．３．８

０７．３．８

０７．３．１２

０７．３．２０

猫
在
描

削
調
調

会
会
会

立
立
立

避柵・遮物なし

通椴・澱物なし

通柵・通物なし

年報１３

年柵１３

年報1３

()633本職北地区南側駐jIl[場歩道現境繁備工馴

帖:１４（本雅）医学部保健学科校弁改修機械般備工聯

０６３５附嘱錐渡学校ガス期れ緊急立会

2943.79㎡

113.36㎡

13.45姉

発掘潤張30.35㎡古代土師器・緬忠器・職 年報1３0636理学部4号館外降路収投工耶

０６３７（本雅）膳学部保健学科校舎改修工耶

0638（宇制毛）ゴミ髄き場取設工耶

0639（本雅）医学部保健学科校舎Ｃ'1,用接地工耶

0640照饗団地北地区知命堂ガス渦れ調壷

0“ｌ（本稚中）医学邪門衛所取り壊し工耶

“１２字刷毛Ⅲ地災将復旧工耶

”１３〈黙鍵南）理学郁温室取り壊し工那

06‘＃１〈市地区）西側囲障改修工耶

0645本稚南地区テニスコート埋設給水管漏水工小

０６１６（医荊）環境雛備（救急棟改修）機械設備工耶

張
盗
査
壷
従
充
充
従
光
壷

調
調
期
調
調
調
飼
翻
調
調

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立

遡柵・遡物なし

過構・遡物なし

遺櫛・通物なし

逓柵・通物なし

迩構・通物なし

週梢・週物なし

土師器

遺卿・遺物なし

週榊・追物なし

逓構・週物なし

年報１３

年棚１３

年報１３

年報１３

年報１３

年靴１３

年報１３

年報１３

年報１３

年報１３

311.2㎡

３５㎡

4.35㎡

1.52㎡

52.42㎡

l卿.82Irf

lO1.7㎡古代

５５n28nf

７“ITI

５”nｉ

立会調轟

立会調壷

通櫛・通物なし

遺楠・通物なし

年縦１３

年報１３

(牧）附随幼稚側囲陣改倦工耶

(医捕）弱境整備（山崎記念航外部改修）工叩

25.7㎡

1.15㎡

0617

0618

0７．３．２２

０７．３．２６

遡柵・遮物なし

通椛・通物なし

過柵・遺物なし

迩柵・jii物なし

週1Ｗ・通物なし

jMt柵・蝋物なし

2007年度

（)708（照鍵北）大教センター荊側雨水椿つまり修理

0709（本荘北）仮睡渡り廊下収股工聯

0703④（照髭南）エ学部他校舎改修施設整備舗耶業－６．Ｍ

０７１０（京町）教育学部附属小中学校仮設校舎取設工耶（変更）

0703⑤（叫髪1W）工学部他校舎改修施設慾備等耶業－６

０７１１〈医描）蕪幹・環境整蝋（旧中央診縦抑取り壊しに伴う遜気
投備）エリ１

０，３⑥－１（恥曜南）工学部他校舎改修施設繋備癖恥業-13

0703⑥－２（照礎1W）工学部他校舎改修施設整備報郵業－１３

０７０７（本荘）医学部図密踊義棟新営エ事

年報１４

年報１．１

年棚１４

年報l‘１

遺構・迫物なし

櫛・怯穴・土器

遍構・遁物なし

jn桶・通物なし

０７０１（牧）附属擬護学校東門等改修工耶

（本荘）医学部図需講凝棟新常工11J

０７０２敬帝学部附属幼稚園飼育小腿取股工事

0703①（照襲而）工学部他校舎改修施設整備等耶業－６

０７０１（叫饗耐）新営工耶に伴う樹木移植工耶

立会調張

試捌醐充

立会鋼充

立会調査

2㎡０７・‘１．１０

０７・‘１．１２

０７．‘1．１３

０７．１．１６

４．２０

０７．５．７～

５．８

０７．６．７

０７．６．１３

０７.６．１９

６．２１

６．２７

０７．６．２０

０７．６．２０

０７．６．２５

０７．６．２６

６．２９

７．１０

７．１８～

７．１９

０７．６．２８

０７．６．２９

０７，７，３

０７．７．４

０７．７．９～

７．１０

０７．７．１７

古代

18.21㎡

６１nｆ

立会調壷446ｍ古代土師器・頒忠器

3．これまでの調査と本普収録の遺跡

試掘期先

立会調売

立会謝森

医描）束描棟新営工耶

(医描）束揃棟新営に伴う支障配線杵工耶（地気設備）

(無髪附）工学部他校舎改修施設整備等耶業－１３

通僻・週物なし

通柵・週物なし

７㎡

'169.2㎡

0705

0703②

遡栂・過物なし

柚穴・土器

通柵・遺物なし

隙桝物撒去・一吹掘削

年報Ｍ

年報１４

年報１４

年報1４

立会調在

試掘調従

立会調光

迎会棚光

Ｏ別)６本粕W地区保他学科通IMI''1整備

照擢北地区総合研究棟新営工出

()7()3③側髪南〉工学部他校舎改修施設繋備綜鼎業－１３

０７０７（本荘〉医学部図瞥謙鵜棟新営工耶

17.41㎡

３Ｍ㎡

L590nf

年報】４

年報１４

年報１４

年報Ｍ

年報Ｍ

立会潤充

立会鯛壷

立会鋼従

立会調代

発掘調盗

２４㎡

１㎡

15.7㎡

209IrI

589L29m

飛
盗
韮
狂
碓

削
調
捌
綱
綱

会
会
会
会
会

立
立
立
立
立

1.5㎡

１３５㎡

３６㎡

４０㎡

58.75㎡

年１１１１４立会調在8,34㎡

年椛１４

年報１４

本称

通柵・週物なし

遮柵･迩物なし

抑文･古代懸穴(l州』止・水田遡構・ビット
抑文時代石器･縄文土器・土師

器・釧忠器・鉄器

一次掘削

遡柵・遮物なし

週構・通物なし

通桶・通物なし

縄文･古噛・縄文土器・土師器・貌忠器・石
古代･近1M上器・古代鉄器・銅製椅術・脇骨・

宋汲

遺胸・遺物なし

遺構・遺物なし

古代住脇士・ピット・土師器・馴忠器

立会調光

立会調壷

発掘捌壷

1.57606㎡

300‘O8nf

L590ITf

０７．７．１７

０７．７．１９

０７．７．３０～

９．３

本報告Ｖ

年報１４

年報１４

年報１４

本報告Ｖ

０７１６本荘耐地区駐服鳩出入口整備立会調売291.8㎡

Ｗ１７（医描）基幹・環境整備（旧中央診撫棟取り壊しに伴う機械立会調売494,6
設偏）工耶

0703⑦（肌礎南）工学部他校舎改修施設整備等率業－６．１６発掘調壷2755㎡

０７．９．３

０７．９．Ｍ

１０．３

０７．９．２５～

９．２７

１０．２

０７．９．２７

１０．１～

１０．２

(匿描）東描棟新営工那

薬学郁眺外給水管温水修理工聯

(MA饗而）理学部１．２号館掲示板取設工邪

(照狸南）工学部他校舎改修施設整備等邪業－１９

(暖禍）東描棟新徴工那

0712

0713

07Ｍ

0715

0712

０７．８．７

０７．８．１０

０７．８．２２

０７．８．２３

０７．８．２７～

１０．２５

年棚１４

年報刑

0718（大江）薬学部本館耐震改修工邪

年報1４

年報Ⅲ発掘澗光26.1.32㎡古代榊・土師器

１４



０７２６医学郁鵬礎研究隙北側喫煙所

0703⑨（肌嬰Nj）工挙郁他校舎改修施設雛備等耶業－２０

０７２７（川礎）工学郁8り･航酎震改怖機械設備工馴

０７２８（Ⅲ礎）工学部８．U･航内部改惟槻械股備工耶

0703③－２（1M挫剛）工学部他校舎改修施股整備耶索－６．１８

０ｍ3⑩（肌嬰剛）工学部他校舎改修施設慾備り1乗－１０

０７０３③－３（肌巽101）工学郁他校舎改修施般弦偏耶業－６．】8

0703③－‘１（胤挫WI）工学郁他校舎改帳施設整偏耶梁－６．１８

０７２９（M畷WI）ボイラー聯撤去工耶

０７３０（M峻東）牧方学陥附属狩別支扱学校防火Ⅱl水梢撤去工耶

０７３１（川盤１W）旧制帆処珊センター改修

０７３２（本職）狩別向Ⅱ;受迩棟1M策工耶

０７３３（医桝）Ⅲ中央誰州棟取り製し工耶

０７３４（ｌＭ腿北）排水蹄間Ｉ冒l郁フェンス敗殴工那

０瀬医学筋保健挙科ボイラー用地下砿油タンク撤去工耶

０７３６（大fI:北）蕊学郁澗防1M水柵撤去工耶

０７３７（1M礎ⅡJ）ボイラー煙突撤去工耶

０７３８（本荘１W）医学縮保健学科記念碑取股工耶

０７３９（胤巽北）出駅注意灯取設工耶

0719（〕;〔町）数Ｗ学郁附属小i１０学校校舎呼改推工叩０７．１０．４

１０．１５～

１０．１６

１０．２２

１０．２５

０８．１．３０～

１．３１

２．１３

０７．１０．１９

０７．１０．２６～

１１．２８

０７．１２．３～

１２．４

１２．６～

１２．７

０８．１．１８

０７．１２．５

０７．１２．５

１２．１１

０７．１２．７

１２．１０

１２．１２

０７．１２．７

０７．１２．１０

１２．１７～

１２．１８

０８．１．１６～

１．１７

０７．１２．１４～

1２．２７

立会副充30868㎡弥生.古代ピット・弥生土器
土師器

本報告Ｖ

耶勝局附側聯隈外給水青細作工耶

(〕K町）敦行学部附属小０１８学校校舎等改作工耶

(京町附属小11'）校弁鰯機械畿個改修

0720

0719

立会調斑２５㎡遮柵・週物なし年報１４

発掘関光ＺＸ)3㎡弥生･古代竪穴住居・ピット・櫛・弥生土本報告Ｖ
勝・土師器・釧忠器・打製石蟻

立会調盗1.3”p5nf弥生･古代・懸穴(l柵，ピット・弥生土器・土本報告Ｖ

近慨･近代師器・加忠器・近批．近代陶磁器

0721

<川礎）工蛾部8り･航内部改修その他工堺

〈川礎）工学部８．W･館内部改修細気般備エリ１

(木雅中）陳学部鵡礎研究棟（Ｃ棟取り壊し）エリ１

0722

0723

血会澗盗

立会澗飛

遡柵・過物なし

遡柵・遡物なし

土抗・ピット・土師器

９７㎡

14.1㎡

年報１４

年報1４

０７２１ 立会鋼避LOOOnf古代 年報Ｍ

０７２５（東町）敬行学郁附属小・中学校校舎等改修癒気股伯工耶

0703⑧－１（照挫１N）工学郁他校舎改惨施設整備綿耶案－６．１８

立会剖症９０㎡遮綱・遺物なし

立会闘充14875㎡古代？ビット

年報Ｍ

年報1４

0721（戚町附閥小OII）校舎淳慨依投傭改修 発掘詞壷112.65㎡弥生･古代・懸穴仙賠．ピット･近代土坑・弥

近世.近代生土器・土師器．舗忠器．近世，
近代陶磁器

立会調壷ｌｎｆ遺梢。遡物なし

遡会副壷945nｆ遺柵。週物なし

立会調売12㎡週構．遺物なし

立会飼売２㎡週梢。週物なし

立会調光８９㎡遺榊・遺物なし

遡会調売２“nｆ週摘．週物なし

立会間壷９６扉㎡古代土師器

立会調売53.02㎡古代土師器

立会鯛充鍋81㎡通栂．通物なし

立会綱売４㎡避柳・逓物なし

立会綱光11.25㎡通櫛・遡物なし

立会削猫１２㎡土師器

血会鯛売８１㎡逓桐．通物なし

立会調在５｡3㎡

立会飼猫４０㎡遮構．遡物なし

立会調売733㎡遺卿．通物なし

立会詞壷208㎡遁櫛．週物なし

立会詞壷１８㎡週備・遺物なし

立会詞壷１０．．１３５遺栂・遺物なし
㎡

本報告

Ｉ柵内遺跡と調査の概要

０７．１２．１９

０８．１．１６～

１．１７

０８．１．２２

０８．１．２２

０８．１．２３

年報Ｍ

年報Ｍ

年報Ｍ

年報１４

年報１４

０８．１．２５

０８．１．２９～

１．３０

０８．２．１

２．４

０８．２．１４

０８．２．２５

０８．２．２７

０８．２．２９

０８．３．１１

３．２６

０８．３．１７

０８．３．２１

０８．３．２１

０８．３．２５

０８．３．２７

０８．３．３１

年報Ｍ

年報１４

年報1‘１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

雑
報
慨
報
報
報
報
雑
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

2008年度

櫛・ピット・土師器・頬忠器・近年報１５
代陶磁器・石器

０８０１（医荊）Ｉﾛ中央鯵撫棟とりこわし工耶（追加）

0802附属中学校敗水復旧エリ’

0803猟学部蕊球糊符理舎ガス符改催エリ3

080‘１（木雅北）眺給場取壊し工叩

0805（Ⅲ礎111）ホ・ｲﾗー 型1W側給水符湘水修理

0806（M1礎）１ﾄI地区柵#,,施股支障配管将工耶

０８．４．２

０８．５．７

０８．５．２０

０８．５．２６

０８．６．５

０８，６．６

６．１９

６．２３

６．２６

７．４

７．１０

７．１８

７．２８

８．２５

１２．１

１２．８

０８．６‐２０

６．２５～

７．１

７．２８～

７．３０

１２．４

１２．１８～

１２．１９

０８．６．９～

６．１０

迂
壷
売
売
充
従

鋼
詞
調
鋼
鯛
調

会
会
会
会
会
会

立
立
血
立
立
立

遺栂・通物なし

遺構・通物なし

通構・通物なし

通榊・通物なし

遡構・通物なし

土師器

２０㎡

２ｎｉ

ｌ８ｎｆ

ｌ1.1㎡

２㎡

306.46㎡古代

0807（本雑）慨学部図111:鱒挺棟新徹恨械設備工巾

０８０６（ﾉM盤）１N地区棚利施投支障配管僻工耶 発掘測売1252㎡古代

年報1５立会綱売鍬7㎡ 通柵・jn物なし

1５



立会飼在

立会削姦

立会削在

一次掘削／
発掘閥張

0808（肌嬰北）布機系廃液処理施故東側給水管澗水修理

0809（照髪南）福利施股樹木移植工蛎（迅加）

０３㎡通桶・週物なし

235㎡古代溝・住居社・土師器・石誇

年報１５

年報1５

立会凋在

立会飼韮／

発掘閃売

0８．６．１８

０８．６．２３

７．１

７．３～

７．４

７．１５～

７．１６

０８．７．１０

０８．７．１１

０８．７．１４

０８．７．１５

０８．８．１８

０８．８．２０～

８．２２

０８．８．２１

０８．８．２１

０８．８．２９

０８．９．１

０８．９．９～

９．１０

０８．９．９

０８．１０．６

０８．１０．９

１０．１０～

１１．２８

０８．１０．’０

０８．１０．１５

０８．１０．２８

０８．１０．２９

０８‐１１‐４

０８．１１．６

０８．１１．１０

０８．１１．１８

１１．１９～

１１．２１

１１．２５

０８．１１．１８

１１．２０

１２．２１

０８．１２．１

０８．１２．３

０８．１２．１０

０８．１２．１１

１２．１５～

１２．１９

遺榊・遺物なし

遮櫛・週物なし

遺櫛・遺物なし

遺櫛・遺物なし

群発見

弥生時代牌.近世簿

弥生土碍・石器・近世陶磁器

遮栂・週物なし

遺栂・遁物なし

遺術・逓物なし

通柳・遮物なし

遮栂・週物なし

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

本香

立会卿充

立会卿壷

立会岡光

立会関壷

立会閃壷

発掘飼売

半剛毛団地給水管袖修工耶

(胤盤1W〉共用棟１１４鯖改修冠気般傭工耶

(瓜裟耐）掲示板移般工耶

(本荘中）医学部悲礎柵内都市ガス配管閲れ修理

(医痢）東摘棟新付工耶

(医痢）東廓棟新営エ事

(本荘1W）こぱと保育団支障悲礎綿撤去工噸

(本荘'１１）医学部恕礎柵内市水巡配符湖れ修理

字剛毛団地油タンク智縦線補修工耶

(期製北）ポンプ室西側給水管期水修理

(ﾉﾊ鍵北〉文法学部本航改修附側支陳物撤去工耶

本荘間地（北地区）粁護師術舎珊般ガス管修理

本荘1W地区保健学科東側囲障整伯

(渡鹿）体育節耐震改修その他工耶

２町１

3.6㎡

‘１１．１㎡

2421㎡

８㎡

２１２㎡

０
１
２
３
４
４

１
１
１
１
１
１

岨
“
岨
岨
帆
肥

弥生

弥生･近世

５
戸
③
鹿
Ｄ
Ｐ
、
５
５
５
５

１
１
１
１
あ
１
１
１
１
凸

報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年

壷
従
狂
迩
推

鯛
閥
鯛
倒
閣

会
会
会
会
会

立
立
立
立
立

1㎡

1.77㎡

0.96㎡

2,1㎡

80,2㎡

７４㎡

３０㎡

69195㎡

O815

0816

0817

0818

0820

遺榊・遺物なし

遺櫛・遺物なし

縄文･古城・縄文土器・石麗．古域時代玉．土

立会間売

立会閲張

一次掘削／

発掘回症

0821

0822

0819

古代 師器・石器・人骨

遍桶・遺物なし

遁構・遮物なし

遮柵・通物なし

１
１
１
１
１
１
１
密

５
５
５
５
５
５
５

癖
癖
報
霊
報
癖
報
本

立会岡壷

立会飼壷

立会飼壷

立会飼在

立会倒在

立会餌在

立会卿在

一次掘削／

発掘卿在／

立会飼壷

0823軟背学郁附属特別支援学校閲水岡壷補修工耶

0824（本荘南）医学部保健学科喫屈所取股工耶

0825（医描）近力工噸負担金

0826（MA嬰南）共用棟肌要3榔木伐採・移械工耶

0827五高開校120周年記念柚樹

0828（本荘）こぱと保有園改築危気股備工耶

0829（肌髪北〉学務部プレハブ倉M(改修槻械股偏工郡

０８３０（本荘）こばと保育園新営観械殴信エ事（変更2）

４８㎡

OL8nf

l20L5㎡

44.55㎡

025唾

lu7nf

２５㎡

２０㎡近代

遺栂・通物なし

遺栂・遺物なし

群

古代土師器・緬忠群・石器

年報１５0831（渡鹿）体育航耐震改修樋械股備工叩 発掘餌在1133㎡ 遺構・ｉｎ物なし

０８３２文法学部鱒綻壷北側給水符涌水岡亮

０８３３（川盤北）軟育学部本館東側汚水柵補修工耶

０８３４（本荘中）共用研究棟新営工耶峻更）

0835（医描〉東描棟新営機械般備（衛生〉工耶（変更）

３．これまでの調査と本瞥収録の遺跡

通構・遺物なし

通構・遺物なし

Ⅲ昭石

ピット・住居壮・土師器・須恵

鵠・弥小･Iq蹄・細文土勝・石器・

鉄器

簿・住居杜・ピット・土師器・瓶

５
５
５
５

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

ＭＭｎｆ

1.4㎡

Ｍ､１３㎡

580㎡

０９．１．１３～２．１９

０８．１２．２２

１２．割～

１２．２５

０９．１．５～

２．２７

３．１０

０８．１２．２４

０８．１２．２６

０９．１．２０

０９．１．２２

０９．２．２

０８３６（胤愛北〉敦育学部本航・文法学部本節改作機械設備工耶一次掘削／456副ｎｆ古代

（変更その１．その２）発掘潤張

年報1５

忠器・石讐

五高開校120周年記念植樹（追加）

(胤製北）軟育学部本館改惟叶噸耐震補強工瓢

(川愛１N）備蓄倉服取股工耶

(川鍵１W）１W地区ボイラー型改修工巾

(jM髪南）ものづくり実fW室１１新世に伴う支障樹木伐採・移
植工耶

(本荘）医学部図書鱒袈棟瑚築槻械設備工耶

(肌聖北）ボイラー煙突撤去工耶

(肌製北）紋商学部本航・文法学稲本館改修流気設備工邸
(変更）

(肌鍵１N）細祉施鰻新築工耶

(城東町）附属幼稚剛北門改修工耶

(猟嬰北）軟育学部本航改修（愛Ⅲ）

(Ⅲ挫北）文法学部本航改修（座災‘変史その２）

売
姦
充
充
査

飼
飼
岡
鯛
卿

会
会
会
会
会

立
立
立
立
立

迫栂・遺物なし

遺榊・遮物なし

遺栂・週物なし

週栂・遡物なし

遺栂・遺物なし

０３㎡

６０㎡

43.5㎡

５ＩＩｆ

８ｍ

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

年報１５

画
趣
画
岬
蜘
嘩
岬
岬

避
在
充

脚
岡
脚

会
会
会

立
立
立

遺栂・遺物なし

遮柵・遺物なし

遺構・遺物なし

０９．２．４

０９．２．５

０９．２・’２

72㎡

５，ｆ

96㎡

年報１５

年報１５

年報１５

張
査
猫

別
刷
飼

会
会
会

立
立
立

通柵・週物なし

通構・遡物なし

遺榊・遡物なし

遺榊・通物なし

０９．２．１２

０９．２．１３

０９．２．１３

２．１９

０９．２．２３～

２４

２．２７

３．４～

３．５

３．１３

０９．２．１６

０９．２．１６

５
６
一
一
一
一

１
２
１
５

脳
醐
岬
恥

１６㎡

１㎡

1308㎡

５
５
５
５

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年立会卿究138.17㎡

照饗団地（北地区）外灯瑚股その他工耶

(液肥）体育餌耐震改作楓械股憶工耶（追加）

(医桝）水路壁改修工噸

(肌髪獅）排水ポンプ晒源工耶

(Ｍ１髪耐）ものづくり実習蝿Ⅱ斬営湿気股偏工期

(Ⅲ髪北）教汀学郁本航改修（礎更その２）

(川聖北）北地区ボイラー塑改修工耶

３

呼
画
固
唾
職
呼
陶

立会瓜査

発掘飼壷

(立会飼狂）

立会飼狂

立会飼壷

立会飼壷

立会岡査

立会鋼在

遁栂・遺物なし

遺榊・週物なし
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

３
型
８
１
５
６
２

０
４
１

３

割

１

５
５
５
－
，
｜
③
５
５

１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年

０９．２．１７

０９．２．１８

０９．２．１８

０９．２．２３

０９．２．２４

遺僻・遺物なし

遺撫・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

土師器・頚忠踊

1６



遺栂・遺物なし

遺栂・週物なし

ピット・竪穴住居杜・遭状遺構・

土壌蕊・土師馨・須恵器・石製紡
鰻１１〔

通柵・遺物なし

適栂・遺物なし

遺栂・遺物なし

遮栂・週物なし

０８５４（鳳製北）北地区ボイラー室改修工亭 発掘岡姦106㎡古代 本密０９．２．２６～

３．１２

査
壷
壷
壷

飼
飼
詞
国

会
会
会
会

立
立
立
立

５
５
５
５

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

(照髪向）旧愉報処理センター改修近気般伯工邸

(黒髪卿）ものづくり実習室、斬営工廟

(肌髪１W）旧愉報処理センタースロープ取股工車

２，駈㎡

6099㎡

33.114㎡

(内Ll2nf）

117㎡

０９．２．２６

０９．２．２７

０９．３．３

鱈
啄
画

０８５８（照髪北）軟青学部本航改修東側柚細工叩０９．３．４～

３．６

３．１１

０９．３．６ 0859（川製耐）共Ⅲ1棟川嬰３耐震改修槻械般備工耶

0860（胤挫１W）ものづくり災澗室Ⅱ新営機械股備工願

０８６１（鵬鍵北）文法学部本航改修東側植戦工Ⅲ

在
壷
査

関
鯛
開

会
会
会

立
立
立

遺栂・遺物なし

通栂‘遺物なし

通榊‘通物なし

年報１５

年報1５

３６㎡

(032㎡）

115.54㎡

(17.74㎡）

336㎡

０９．３．６

３．１３

０９．３．９～

３．１１

３．１７

０９，３．９

０９．３．１０～

３．１１

０９．３．１６

３．２３

０９．３．１７

年報１５

０８６２（照髪1W）共川柳Ⅲ聖３剛鍵改作湿気股備工耶

０８６３（胤髪間〉ボイラー寵他改修機械放備工巾

0864（肌嬰北〉環境蛙備（排水神）工聯

０８６５（側髪Wﾘ）１１Ｉ地区ボイラー室周辺外Hリエ巾

0866（胤髪北）学生会餌北側排水辱工巾

0867（黒髪北）北地区ボイラー室間辺外M9工巾

遺梢・遡物なし

遡櫛・遺物なし

住居杜・ピット・土師器

売
壷
壷

岡
隅
図

会
会
会

立
立
立

５
５
５
５

１
１
１
１

報
報
報
報

年
年
年
年

２１㎡

98.5㎡

(4.86㎡）

119.99㎡

立会詞売393.78㎡

（1.12㎡）

立会凋在１８㎡

立会飼症3724㎡

（161㎡）

立会閃症２㎡

遮栂・遺物なし

Ｉ柵内遺跡と調査の概要

年報１５

年報1５

0９．３．２３

０９．３．２７

０９．３．３１０８６８（医痢）カーブミラー取般工耶 遺構・遺物なし 年報１５

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

2009年度

０９．９．４

０９．９．４

１０．２．２４

０９．９．２９

０９０１（照髪1W）西門改修植栽移植工耶

0902（凧髪1W）西門改修工巾

遺構・遺物なし年報１６

内扉・塀新股に際し黒褐色の住居年報1６

立会国王ｌ８ｎｆ

立会飼在422㎡

0９．４．１５

４．１７

０９．４．２０

４．２２

４．２４

４．２７

４．３０

５．１

５．２５

５．２７

５．２８

０９．４．２３

０９．５．８

０９．５．８

０９．５．２７

０９．５．２８

０９．６．５

０９．６．４

０９．６・’１

０９．７．３

７‐２２

０９．７．６

０９．７．８

０９．７．８

０９．７．１３

０９．７．２８

０９．８．７

０９．８．１０

０９．９．４

杜らしき追栂検出

それ以外遁榊・遺物なし

0903（本荘中）中地区構内カーブミラー取股工邸立会刷在1.19㎡

0904（字制毛）学生芥揃舎駐翰場新営工耶立会閃壷l6nf

O905（凧嬰附）思外雨水管改作工巾立会飼壷５８㎡

0906（大江）藁学郁育繋フロンティアセンター新営その他工耶立会岡在O8ITf

O907（医痢）悲幹整備（冠断交換設伯更新）工事その１（変更）立会岡壷11.48㎡

0908（医痢）悲幹整伯（近蹄交換設傭更新）工邸その２立会国姦1.6㎡

0909（大江）蕊学部樹木伐採・稚植工耶立会関査lO48nf

O910（肌髪北）ガス配管修理立会飼査３nf

O911（大江）蕊学郁宵蕊フロンティアセンター新営その他電気設立会岡壷324㎡

備工叩

0912熊本大学肌髪団地（東地区）インフラ整信立会飼壷l2nf

O913（肌髪北）非常勤鱒師桐油焼X噸外給水管漏水修理立会飼壷0.6㎡

0913（凧髪北）特別支援学校囲外給水管耐水修理立会飼壷O8nf

O914（凧髪北）文法学部本航耐震プレース韮礎まわり工邸立会隅壷３５nf

O915（字留毛）岡学生耐舎新鷲近気股傭工耶（迦加その５）立会岡壷２㎡

0916（本荘中）動物資源側発研究施設棟南側屋外配管漏水修理立会隅査３㎡

0917（本荘中）構内通路凪根取股工耶立会飼壷０“nf

O918（狐髪北）軟育学部本飢・文法学部本節Ⅱ期改修機械設憎工立会飼壷５０”㎡

叩

0919（Ⅲ髪北）文法学部本館n期改催ﾀH11工耶（変更）立会岡充4648㎡

0920〈凧嬰北）文法学部本節Ⅱ期改修東側外Wリエ事立会飼症356㎡

0921（鼎髪北〉軟育学部本節‘文法学部本節Ⅱ期改作睡気股備工立会飼充a26nf
鞭

0922（肌髪間）工学部研究突験煉蛎備室Ａ樋接地工耶立会鯛壷3.6㎡

0923（医糾）東郷棟新営槻械股佃（斯生）工叩（痩更)、立会綱壷／工区古代
発掘刷査①Onf

⑨159㎡
（0925合）

⑤⑥一郁
５０㎡

⑪53㎡

0924（医桝）東桝棟新営機械股倫（衛生）工耶追加その２立会潤売／工区古代
発掘閥壷③39㎡

④54㎡
⑦255㎡

⑨l59nf

（0923。

0925含）

遺栂・遺物なし

遺構・遺物なし

遮桶・遮物なし

通栂・遺物なし

遺栂・遺物なし

遺構・遺物なし

遺桝・遁物なし

遺栂・遺物なし

遮栂・通物なし

遣禍・適物なし

遺栂，遺物なし

遺栂・遺物なし

遺柳・遺物なし

遣構・遺物なし

遺桶・遺物なし

遁榊・遮物なし

過卿・遺物なし

通榊・迫物なし

過卿・遺物なし

６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年

遺栂・遺物なし

ピット・住居

土師濁坪・狐忠器壷

年報１６

年報1６

遺抑・遺物なし 年報1６

０９．１０．６

０９．１０．１３

１０．２７～

１０．３０

１１．１２

１１．１３

年報1６０９．１０．１９

１０．２３

１０．２７～3０

ピット

1７



0936（医荊）旧こぱと保行剛耽jl〔場按傭

0937（Ⅲ礎1+I）111図ll1:航エ学部分顎他改作機械般備工１１

０９３８〈凧壁向）エコロジーシステム実験室接地工車

０９２５（灰桝）〕l恥棟新憐樋械役僧（衛生）工リド巡加その１ 工区⑨古代
15.9㎡

(09露含）

⑥池､ｆ

③Z2m
⑩23.7㎡

０９．１０．２７～

１０．３０

１１．１２

１１．１３

１１．１９

１１．割～

１１．２６

１２．１～

１２．３

０９．１０．１３

１０．２８

０９．１０．２０

０９．１０.２１

立会調飛／

発掘調逓

ピット・鮎卿止・溝

土師兜・応坪

土師器・釧忠器

年報1６

o926（咲桝）鵬幹稚備（ｎ京総近没備塑Wi）エリＩ 立会調厳611㎡ 土師器 年棚1６

(M{畦1W）ゴミ巣W１場取継I:小

(剛健北）牧行ザ:部本航・丈法挙部本航11期改修機械設備工

リド

(医揃）城６桝棟スロープ取般工１１

(本jll;北）鵬礎研究抑北側プレハブ小離改維工蛎

(咲荊）束荊棟.北側l昨水補輔取股:I:'1ド

売
茄
御
調
会
会
立
迦

0927

0928

土師勝

j､栂・週物なし

919㎡

3.3㎡

２，ｆ

0.9ＩＵｆ

ｌ‘11㎡

年棚１６

年iMl6

立会調准

立会綱盗

立会調壷

遡偶・蝋物厳し

磁器

八・Ｃ通榊・遮物なし

Ｂ住鵬吐・縄文後期土器・古代土

０９．１０．２９

０９．１１．４

０９．１１．１０

１１．１８

釣
鋤
訓

的
的
的

年報１６

年棚１６

年報１６

師勝・航哩器

府

古代土師器・航忠器

０９３２（照製南）旧図密館工学部分室改修工願 立会鋼壷／地中梁試古代

発掘調壷掘・ピッ

ト試掘

ｕ９８ｍ

外獅工馴

230.7㎡

血会調充1.8㎡

迎会綱売14.61㎡

０９．１１．１０

１１．３０～

１２．３

１２．Ｍ

本溌

０９３３（〃〔町）附属小学校プール他改作恨械設備工耶

０９３１（肌礎iW）111回杵航工挙部分荊他改作湿気設備工耶

通偶・週物なし

週柵・遺物なし

ビット

土肺器・碩忠器・磁器

0９．１２．９

０９．１２．９

年報１６

年報1６

０９３５（黒壁北）体育館改侮電気殴憧工事 立会調礎／‘12321㎡古代･近代1０．１．７

１．１２

１．１９

１．２８

２．２

１０．１．１２

１０．１．１３

２．２３

１０．１．Ｍ

２．１７～

２．１９

１０．１．１５

１０．１．２６

１０．１．２９

１０．１．２９

１０．２．２

１０．２．８

１０．２．８

本脊

発掘鯛壷

3．これまでの調査と本桝収録の辿跡

立会調盗

立会劉碓

埋尭

通構・遺物なし

年報１６

年報１６

本勝

１２㎡

56ｪUｆ

立会鋼磁／

発棚調猫

lOnf縄文 櫛・包含刑

縄文土器・弥生土器

(ＩＭ８北）紋f『学部水航Ⅱ期改修IHi側外1W:I:リド

(恥礎I+I）生物蝋u,珊暁商･僻解排衆Wr付工リド

(鵬盤北）休宵航州外階段改惟I:ﾘ＃

(照礎北）休宵航凧外配水符改惟

(Ⅲ礎I+I）ⅡI間称伽工学郁分篭外柵エリ１

(ＩＭ礎北）教和学郁本航１１Ｍ改作東側外1Wr:リリ

(朋礎北）牧宵学部本航・文法学部本航改修機械投備工耶

(Ⅱ剛）

(珊礎北）紋商学部本航・文挫学部卒航改作槻械設備工那
(Ⅱ期）辿加

(大証）薬学郁鱒捉僚前外灯J:耶

(脳礎北）牧行学郎叫〔軟叢厩設駐帖場撤去・新投他工耶

(肌饗北）敦汀学郁蛎軟室外栂:I叩

(ﾉ肌盤北）紋fr学祁取軟裳耐襲改修機械股伯工耶

(側壁北）牧汀学部東軟室耐震改修地弧縦備工耶

(Ｍｌ礎1W）生物生息.噸境汗唇解析飛新憐欄械設備工１８

(叫雛1W）生物生.CMW塊fY蓉jW析疲斬鴬近気肢備エリＪ

(猟礎1W）環境笈備（恥給jﾙ卿工順

(ﾉﾊ礎1W）珊塊按備駐姶嶋外知餓備工順

(本雅中）ボイラー顎唾晒般備改作その他1:恥

(大江北）蕊学611耐外地賂州恨取設エリ１

(ﾉ川礎東）赦行学部附属狩別支扱学校小学祁遊典股殴工耶

(剛健北）牧奇学耶本航Ｂ似配水怖・巡納送水符工リド

(本雅北）医学部駐恰jﾙ取般fl:叩

姦
通
従
壷
充
猫
光

糾
糾
糾
調
調
調
調

会
会
会
会
会
会
会

立
立
迦
立
典
立
立

岬
岬
剛
岬
恥
幽
恥

㎡
㎡
㎡
㎡
耐
㎡
㎡

２
１
１
１
７
１
３

１ jn冊・通物なし

遡柵・通物なし

避櫛・澱物なし

通惚・澱物なし

Ｖ半剛通栂（櫛？〉

通構・通物なし

通栂・通物なし

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

報
細
細
報
細
報
報
報
報
報
級
報
叙
報
報
報
報
報
椛
報
柵
報
帆
報
椛
報
報
棚
報
細
微
慨
報
慨
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

立会糾充 逓構・通物なし

週棚・週物なし

遁柵・週物なし

遺柵・遮物なし

遍構・通物なし

遍桝・通物なし

通柵・遺物なし

逓檎・遮物なし

遺栂・遺物なし

遺柵．j､物なし

週柵・通物なし

週桶・通物なし

週柵・遮物なし

通柵・in物なし

遡梢悶土検出．柵･'力ｉ

Ｗ:.ilR物なし

淵備・避物駁し

遡僻・jMt物なし

ピット・世い､Ｉみ

弥生時代発1W口織部

週柵・過物なし

jRtWり・通物なし

通例・逓物なし

還梢・遍物なし

週構・遍物なし

週柵・週物なし

j､綱・』､物なし

週桶・週物なし

週桶・通物なし

蹴櫛・現物なし

1０．２．８ 0916 7.2ｍ

壷
壷
査
壷
光
壷
売
壷
従
磁
壷
壷
張
壷
准
描

詞
鋼
調
詞
調
調
詞
調
調
糾
劉
劉
湖
糾
綱
調

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
血
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
班
立

姉
耐
耐
祁
耐
㎡
耐
㎡
㎡
㎡
耐
祁
耐
㎡
㎡
㎡

２
編
”
４
砿
喝
１
２
２
２
３
２
２
７
３
７

１
“
０

哩
鴫
晦
鴫
腸
型
塑
１
１
２
３
４
４
５

●
。
■
●
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

台
。
■
。
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

岬
岬
岬
岬
咽
唾
瞬
画
蛎
唖
唖
唾
唖
” 柵･'刺変災により係

(叫盤1W）伽排愈１１(２収投]:リド

(胤峻１N）大学院111然科学研究糾拠験仰地11M探森員'二学実験顎

改修耐弧披伽エリリ

(ﾙ〔町）附属中蛾佼佼神WI側Ⅱj水符改修工耶

(｝M梁北）休行館改作迩弧彼偏エリド（fIi桃撤去）

(胤礎北）文法学郁本航駐佑鳩撤去エリＩ

(ﾉ肌碓北）保塊センター川州外洲火栓収杵工ﾘＩ

(胤槌１W）１１１勝Ａ１来審川眺'1〔場取没エリ＃

(胤雛北）共１Ｍ慨M礎６ｲﾙ水没僧撤去他給水設備改修工馴

(胤礎東）ソフトテニスコート給水工噸

(京町）附属中学佼牧fi‘学郁I‘jl窓会弔魂碑案内偲住設圃工耶

(川礎北）文法学部古紙街&!(般慨工耶

(本荘1W）保健桝卜Ｅ棟給水配腎エリＩ

(大江北）薬学祁蒔謹航賊外給水lE需工１１

1０．３．８

１０．３．８

0961

0962

立会調飛 “3,ｆ弥生1０．３．１０ 0963

壷
壷
売
従
雅
壷
笠
査
壷
正

調
調
調
調
調
調
詞
調
副
詞

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

立
立
血
立
立
立
立
立
立
立

1.2㎡

n.18㎡

OL8ni

2､31㎡

3.76㎡

0.241㎡

012㎡

1.8ITf

8.7㎡

031,t

蝿
蛎
唖
函
唖
岬
岬
耐
唾
岬

１０．３．１１

１０．３・’’

１０．３．１２

１０．３．１５

１０．３．１６

１０．３．１９

１０．３．２３

１０．３.２３

１０．３．２６

１０．３．２６

１８



１０Ｍ（照礎北）数育学部本館酎震壁設慨練工耶

１０１５（胤礎北）教滞学部本館Ⅲ期改修外構工耶

立会綱強91.63㎡

立会綱壷2101.01㎡

2010年度

遺柵・週物なし

通柵・遮物なし

(本雅１１１〉ガスメータ付近ガス埋設箭渦洩瞬笠

(M1髪北）文法学部本館耐震プレース股側他エリＩ

(洲盤南）生物生息.環境音響解析室瑞仮設、工耶

(黙撰北）守衛室シャワー室改修工耶

〈京町）附属小学校給排水投備工耶

(照盤北）文法学祁本館Ⅲ期改修ﾀ蝋工恥

立会縄壷３９㎡

立会調壷２２ｍ

０．１８㎡

立会調壷OLl8航

立会調張11.01㎡

立会調売１７㎡

立会副描／1211.68㎡古代

発掘調壷

1０．４．６

１０．６．２５

９．１

１０．６．３０

１０．８．４

１０.８．９

１０．８．１０

９．３

９．６～１０

１１．３．４

１０．８．１０

９‐３

１０．８．１１

１０．９．１

９．３

１０．９．１５

１０．９．２４

１０．１０．‘１

１０．５

１０．７

１０．１０．４

１０．５

１０．７

１０．１１．１０

１１．１１

１０．１０．２６

１１．２．１

２．１０

２．１５

２．２２

２．２５

１１．３．２

３．３

１０．１０．７

１０．１２．６

１０．１２．２０

1001

1002

通1Ｗ・過物なし

遺購・逓物なし

遺栂・週物なし

通僻・遺物なし

逝柵・過物なし

ピット・住脇吐・竃粘土

土師器・馴忠器

蝿
恥
噸
剛

１
１
１
Ｉ

(1M盤北）赦汀学部本館・文法学部本航川期改惟機械股備工立会調従
耶

(肌髪北）商旺配瞳線等改催工１１立会調在

(肌盤北）教育学部本鯨・文法学部本館Ⅲ期改修冠虹股備工立会削壷／
小 発掘詞在

(戦東）附属幼稚園運動場ガス渦れ修理立会調壷

(川愛術）理学部１．２号館中庭械栽立会調盗

(胤髪北）教帝学郁本館・文法学部本航、剛改惟槻舷肢備工立会剖壷

小（追加）

逝柵・遡物なし1007 4&2㎡

蝿
地
Ｉ
１

遡梢・遡物なし

ビット・通物なし

１３㎡

1.6㎡古代

２㎡

２３㎡

67‘7㎡

lOlO

lOll

lOl2

通櫛・週物なし

遺構・遺物なし

迩鵬なし

土師器片

１０１３（猟髪北）牧育学部本館周辺移仙神工耶 立会餌従８２㎡ 週構・遺物なし

Ｉ櫛内遺跡と調査の概要

lOl9

1020

1021

1022

1023

1024

1025

１０．１２．２０

１０．１２．２７

１１．１．１７

１１．１．１７

１１．１・】７

１１．２．４

１１．２．２４

２．２５

１１．３．２

１１．３．９

１１．３．１０

１１．３．１６

１１．３．２２

１１．３．１７

１１．３．２３

(川礎北）

(本雅耐）

(胤礎北）

教育学部浄化桐等撤去工那

テニスコート誰備工耶

五高記念館樹木移値工耶

立会潤在

立会調推

立会調光
片

し
し
器
し
し
し
し
し
し
し

な
な
師
な
な
な
な
な
な
な

物
物
土
物
物
物
物
物
物
物

逓
通
し
・
通
通
遡
週
遺
週
過

，
・
な
器
・
・
・
・
・
・
・

梢
柵
僻
悪
梢
僻
僻
仙
榊
柵
柵

通
遮
通
猟
逓
遺
通
過
通
過
避

lOl6

1017

1018

98.46㎡

025㎡

４㎡

(照髪北）五商記念館便所新営工耶

(本職Wj）テニスコート整備工那（追加〉

(肌髪北〉五応記念館便所新徴冠気設備工111

(肌愛北）五商記念館便所新営機械般備工耶

(川碓術〉囲陣改修工耶

(本職北）カーブミラー取設工耶

(本雅中）医学部蕪礎研究棟とりこわし支陳配符緋工叩

(1M製北）教育学部木航北側排水設備修理工叩

(肌礎北）北地区門衛所太陽光発施設傭設世エリＩ

(肌愛北）教育学部本館正面入口前澗火符惟理

(本荘北）学生部室とりこわし工耶

炎
炎
壷
猫
在
盗
壷

調
調
潤
捌
調
調
調

会
会
会
会
会
会
会

立
立
立
立
立
崩
血

1030

1031

１９

㎡
㎡
㎡
㎡
耐
㎡
㎡

５
５
２
２
鮪
鰯
顕

ｑ
即
６
０
７１

蝋椛・遺物なし

通榊・遺物なし

遺栂・通物なし

遺梢・通物なし

壷
査
壷
在

調
澗
鯛
澗

会
会
会
会

立
血
血
血

1026

1027

1028

1029

lOn3nf

９６㎡

2.7㎡

３㎡

0.75㎡

１㎡

2057㎡
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Ⅱ黒髪北地区の調査

1．北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査（0854調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ・調査地と調査経緯

北地区のボイラー室をポンプ室および埋蔵文化財調査室倉庫として改築するための工事であり、基

礎強化のために、旧ボイラー室の基礎用坑８箇所（106,2）を地表下1.7ｍまで掘り下げる工事である。

周辺ではくすのき会館新築のための埋蔵文化財調査しか行われておらず、埋蔵文化財についての十分

な情報のない地点であった。これに先立ち、煙突撤去工事が行われた際も立会調査を実施したが、撹

乱が激しく、遺構などは検出できなかった。しかし、これまでの調査経験から既存建物の基礎部分以

外のところには遺物包含層や遺構が残存している可能性があり、これまでも建物内の床を掘り下げる

工事においても立会調査を実施してきた。

掘削の結果、地表下1.0ｍから古代の土師器・須恵器を含む黒褐色土層が確認された。このため、

市文化財課に届け、立会調査から、発掘調査に変更することとした。文化財課に発掘届を提出し、そ

の日より着手する旨、了解を得た後、施設部と相談の上、２月26日より発掘調査を開始することとし

た。

調査は、基礎の梁が調査区内に２本入っており、この梁が深さ1.2ｍほどまであったため、排土の

便宜を図るため、梁基礎を境に、調査区を３つに分け、北からＩ．Ⅱ．Ⅲ区とし、Ｉ区をまず発掘し、

次に、そこを排土置き場として、Ⅱ．Ⅲ区を同時に調査した。

発掘調査の結果、７世紀中頃を中心とする竪穴住居祉３基、道状遺榊１基、１１世紀ごろの土砿１基、

古代ピット20基余を検出した。

立会調査は2009年２月24日に実施した。立会調査の掘削面積は12㎡、発掘調査は106㎡であった。

ｂ、調査の経過

2009年２月26日

2009年２月27日

2009年３月２日

2009年３月３日

2009年３月５日

2009年３月６日

2009年３月１１日

2009年３月12日

発掘調査開始。Ｉ区を掘り下げ、Ｉａ区西側において黒いしみ（遺構）を確認、

その東側に硬化面ｌを確認する。撹乱および包含層を上げる。

１号住居靴およびＩｂ区包含層を掘り下げる。測量基準点移設する。

１号住居吐ベルト実測・取り外し、２～４号ピットを掘り上げる。Ｉａ区全体写

真撮影。その後、Ｉｂ区を掘り上げ、全体写真を撮影する。５号竪穴住居杜を

検出し、掘り上げる。測量ソフトを用いて、調査区全体の測量を開始する。

Ⅱ．Ⅲ区の機械による埋土・撹乱土の掘削後、Ⅱ．Ⅲ区の包含層を掘り下げ、１

号竪穴住居杜の南側部分を確認する。

Ⅱ区中央で確認した、１５号竪穴住居辻のⅢ区部分の中央部に土師皿を確認。住居

床面に土城が掘られていることを確認する。１号竪穴住居吐実測。

20号土城と命名し、掘り下げを行う。最終的に木炭が敷かれていることを確認。

20号土城および15号竪穴住居杜の写真撮影、Ⅱ．Ⅲ区の測量を行う。

発掘調査を終了する。

2１
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Ｘ＝-20,726

ｃ・調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：伊藤千代子・庄村弘幸・溜測俊子・早川期・

増田由美・増田理子・高野三千代・吉永孝夫・

渡遥勇

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首

藤優子・末吉美紀・高松あゆみ・長谷智子・増

井弘子・山寄早苗

Ｘ＝-20,726

l層：床面

2府：パラス

3層：埋土

4層：赤褐色粘土層撹乱
5層：赤黒色土(IIue2､５YR1.7/1）

6層：黒色土(Hue5YR1.7/I）

7府：黒褐色土(HuelOYR2/2）
8届：黒褐色土(Hue2､5Y3/l）

9届：黒色土(HUelOYR2/l）

－遺構掘り込み

2ｍ０

（２）調査区の基本層序

周辺はすべて建物基礎に覆われているため、土層図は作成し

ていない。基本層序は、柱状模式図（図３）のとおりで、４層

図30854調査地点土層柱状模式図

(１／50）
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1．北地区ボイラー室改修工lIjに伴う発掘調森（0854調悔地点）

までが現代の撹乱土である。５層以下は、５層：赤褐色土（Hue25YR1.7/１）、６層：黒褐色土

(Ｈｕｅ５ＹＲ1.7／ｌ）、７層：黒褐色土（HuelOYR2／２）、８層：黒褐色土（Hue25YR3／ｌ）、９層：

黒色土（HuelOYR2／ｌ）となる。遺構ののる基盤土は黄褐色土もしくはシルト質土である。

（３）検出遺構

く竪穴住居辻＞

１号竪穴住居杜（図５）

Ｉ．Ⅱ区にまたがって検出したｌ辺5.0ｍの竪穴住居jh上である。住居i''二の方位は北東一南西である。

竃は北東隅にあるが、建物梁の設置によって破壊されており、その粘土の一部と小さな砂岩ブロック

が残存しているにすぎない。砂岩ブロックや粘土はⅡ区側にも広がっていた。わずかな範囲であるが、

0１１１

図５１号竪穴住居杜実測図（１／50）
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① ●ノヲ

ｌ周：にぶい概色土(lIuc7､5YR6/4）

２１Ｗ：照褐色土(lIUcIOYR2/2）
３脳：照褐色土(IIuclOYR2/2）
'1冊：鮎褐色土(HUciOYR2/3）

５胸８吋褐色土(II1IelOYR3/3）
６刑：Ｍ蝿仏土(IIuQlOYR2/2）
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１２Ⅲ１８鼎禍色上(IIuGIOYR2/2）
131Ｗ：Ｍ↓褐色土(IIuMOYR2/3）
141Ｗ：肌褐色士(liUcIOYR2/2）

15ﾉ冊：膿褐色土(HuolOYR2/3）
１６刑：無描色土(Hue10YR2/3）

LI1＝20.60ｍ
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１．北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査（0854調査地点）
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Ｉ区とⅡ区それぞれに硬化面が認められた。壁の立ち上がりは深いところで15ｃｍあまりである。柱

穴は検出できなかった。

１５号竪穴住居杜（図６）

Ⅱ．Ⅲ区にまたがって検出した5.0×4.5ｍあまりの大型の竪穴住居祉である。１号竪穴住居並もほ

ぼ同様の規模をもつものと思われる。住居杜の方位は１号竪穴住居祉と同じ、北東一南西であり、竃

は北辺の中央部にある。竃対向粘土が南辺中央部に残っており、入り口がここに存在した可能性があ

る。中央部、南よりに0.5×2.0ｍの範囲の硬化面が認められる。柱穴は検出できなかった。

床面には砂岩ブロックや焼けた粘土とともに、１５～30ｃｍほどの篠が数個散乱していた。床面に張

り付くようにして、図８：８の須恵器蓋が出土している。またその西側の住居杜南西コーナーの床か

ら互いに30ｃｍほど離れて石製紡錘車（図８：１８．１９）が出土した。

図７２０号土壌実測図（１／25）
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Ⅱ黒髪北地区の調査

＜土塙＞

２０号土塘墓（図７）

１５号竪穴住居杜に重なるように営まれた南北に主軸をもつ長方形の墓と思われる遺榊である。長さ

21ｍ、幅1.0ｍ、深さ0.7ｍを測る。１５号竪穴住居杜の床面を検出中に発見した。１５号竪穴住居杜の遺

物と考えていた土師皿１点は本土砿に伴うものであった。この土師皿は上を向いた状態であり、墓蛎

に供えられたものである。また、掘り下げていくうちに、墓城の南側で土師皿２枚を合わせ口にして

重ねたものが発見された。北側と南側の土師皿は20ｃｍほどの高さの差がある。床面に近づくにつれ

木炭の量が多くなり、おそらく床面に敷き詰めたものと考えられる。その厚さは0.2ｍほどであった。

これら以外には何も発見することはできなかった。土師皿内からは何も検出していない。

＜道路跡＞

１４号道路跡（図４）

１５号住居杜の東辺に沿うように幅0.3ｍほどの硬化した面が検出された。人が頻繁に歩いたため堅

く締まった硬化面を形成したもので、道の跡と考えられる。１５号竪穴住居祉には平行するが、その北

側延長部にある１号竪穴住居杜とは並行せず、そのまま延長すれば、一部重なるため、同時期のもの

とは考えられない。包含層からは８世紀後半代の遺物も出土しているが、竪穴住居杜の壁の深さから

みると、より古いものの可能性が高い。

（４）出土遺物

１号竪穴住居辻（図８：１～５）

図８：ｌは須恵器の高台付坪である。高台部を欠損する。図８：２は須恵器の坪である。図８：３

は土師器の斐形土器の口縁部の破片である。図８：４は口径が小さい土師器の壷形土器である。図

８：５は土師器の高坪の脚部片である。図８：６は砂岩製の砥石の破片であり、裏面を欠いている。

図８：７は鉄製の刀子と思われる破片である。

１５号竪穴住居杜（図８：８～20）

図８：８～９は須恵器のかえしのある蓋である。図８：１０は須恵器の坪身である。図８：１１．１２は

須恵器のかえしのない坪である。図８：１３は肩の張る壷（長頚壷）の破片であり、図８：１４は須恵器

の壷の口縁部である。図８：１５は土師器の鉢形土器、図８：１６は翌形土器である。図８：１７は甑の把

手の破片である。図８：１８．１９はいずれも滑石製の紡錘車であり、１８は断面が偏平な台形で、上面に

環状の窪みが認められる。１９は18に比べ小型であるが、厚く、断面形は長方形である。図８：２０は鉄

製刀子である。

２０号土塘出土遺物（図８：２１～23）

図８：２１～23はすべて完形の土師皿である。ヘラ切ののち底部をナデ整形しており、２３には板目が

残っている。

包含層出土遺物（図８：２４～34,図９：３５～38）

図８：２４は須恵器の壷の肩～胴部の破片である。図８：２５は須恵器の壷もしくは鉢の高台部分の破

片である。図８：２６～29は須恵器蓋、図８：３０．３１は須恵器坪、図８：３２は高台付碗、図８：３３は須

恵器壷の口縁部である。図８：３４は土師器坪の底部片である。図９：３５は土師質の甑の底部と思われ

る破片である。直径１ｃｍほどの円形の貫通孔が３個確認できる。図９：３６～38は土師器の変の口縁

部片である。

2７
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Ⅱ鵬髪北地区の調盗
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表30854調査地点出土遺物一覧表

§

り

図 番号

１０

１１

1２

1３

1．１

１５

】６

1７

1８

１９

2０

2１

2２

遺物

鎖忠器

須惣鍔

土師器

上師器

．上師器

石製品

鉄器

蹴憩器

須恵器

馴恋器

敏恵醤

貌恵器

須忠器

須恵淫

土師器

Mlli器

土師器

汀製品

石製品

餓器

土師器

土師器

菰頚(器極）

碗

坪

饗

商坪

蝿

砥付

刀子

萱

謹

坪

坪

坪

壷

壷

鉢

粥

脈

紡錐11［

劫涯

刀子

坪

坪

法迅（c､）

口掻１１．９

底径
器商

口磁９‘６
底掻６．１
鰐商３．５

1.1征２６‘３

服従
僻醐

11微

服慌１０‘７
器IWi

１１砿１３

服徽
器11ル

及さ７．８
'WＮ７．６
叩さ１．８５

災さ４．５

棚１．２
脱さ０．３

１－１碓９．７

底徽
器禰２

１１礎１２．２

庇儀
器I耐２６

、能９，１

朕徹
器獅３．２

11礎９．．１

旅擬５‘４
器尚３．３

ｎ砿９．‘１

脹睡６．６
器粥２４

賎
琵
商

口
臓
器

1.1篭２aPi

底径
鯉澗

１１役３５．２
庇徳

器間

1.1椎２‘1６

庇徹
器iWi

１１

鷹
僻

腿き５．２

帆５．０５
叩さ（１８

僅誉２

棚１．９
噸苦１．６５

災さ７‘６５

柵１１
叩き０.弱

口碓１１．６

駁雛７．９
器商’１．２

口蔽１５．７

脹磁８
器脚5

隙
齢
間

硬存量

約１２

約

１１織部片

服部約１／３

'1級部１／､１

一Ｗ!！＃

先蝋郁

ほぽ完形

約１／３

２／３

2／３

1／２

朋部片

口繰郁のみ
１／４１

L1維郁１／８

'1緑部・胴帥
|／‘’

収狼のみ

ほぼ完形

ほ憶完形

尖剃欠捌

尭形

完形

特微

内：回転ナデ
外写回転ナデ

内：回転ナデ
外：回転ナデ

内：削り
外：回転ナデ，ハケ
ロ

内：回転ナデ
外：回娠ナデ

内：ナデ，削り
外：何脈ナデ.ハク・
Ⅱ

内
外

内：回娠ナデ
外；回転ナデ

内
外

内：ナデ．回転･ﾉー テ
外：削り．回娠ぅｰﾃﾞ

内；回転ナデ
外：回転ナデ

内：回転ナデ
外宮回転ナデ

内：回転ナデ，削り
外．回転ナデ．削り

内：

外

内：回転ナデ，削り，
ハケロ

外：[‘il賑ナデ‘ハケ

内

外

内：ナデ

外：ナデ，ハケ１１

内:
外

●
■
■
■

内
外

内：何幅ナデ
外：回転ナデ

内：回振ナデ．ナデ
外：回振ナデ．ナデ
削り

:回祷ナデ．削り
:回転ナデ，削り

:回転ナデ．削り
:回娠ナデ．削り

:回1脈ナデ，削り
:ナデ，【向1噸ー ﾃ゙

色 胸

内
外

内
外：

内
外

lﾉﾘＩ
外

内
外

内

外’

内
外

内：ＨｕｃｌＯＹ５／ｌ
外：ｉＩｕｅｌＯＹ６／１

内:I{lleN3/0

外：ＩｉｕｅＮ３／０

内

０
９
●
内
外

。
▽
■

内
外

■
■
■
９

●
内
外

内
外

Iノリ：
外：

内ｌ

外１

|メ
タ

内:Iluc7，5YR6／6

外：ＨｕｅＩＯＹＲ６／４

内:IIue7,5YR8/3
外：ＩＩＩ１Ｑ７,5ＹＲ８／３

：ＨｕＣ７５Ｙ５ノ１

Ｈｕｅ７‘5Ｙ５／1

：ＩＩｕｅ２５Ｙ６／ｌ

ｚＨｕｅ２５Ｙ５１

：ＩＩｕｃＩＯＹＲ８／２

ＩｌｕｃｌＯＹＲ７／３

:ＩＩｕｃ】()ＹＲ８／】
：ＩｌｕｅｌＯＹＲ８／４

:ＩＩｕｅ１０ＹＲ８／３

:Ｉ１ｕｃｌＯＹＲ８／３

。

:ＩＩｕｃ

:IIuGl()ＹＲ６／4１

IIue25Yjl／２

I･Ｉｕｃ５Ｙ』I／１

,ルＩｌ107.5Ｙ６／４
:ＩＩｕｅｌＯＹ６／１

ＩＩｕｅ５Ｙ７／ｌ

Ｈｕｅ５Ｙ６／１

:ＩＩｕｅ７５ＹＲ４/２

．１１“５ＹＲ４／２

:ＩＩｕｅ２５Ｙ５／１

:ＩｌｕｅＮ７０

ＩＩｕｑｌＯＹＲ７／2

11u《、7,5ＹＲ５／２

:I1u(、7,5ＹＲＷ３

:I1Ll(、７‘5ＹＲ７／４

:Ｉｌｕｃ７０５ＹＲ６／６

lIllI[９５ＹＲ６／６

:ＨｕＰ

:Ｉ１ｕｅ５Ｇ６ノ1

Ｈｕｅ

:ＨｕＧ２５Ｙ８／２

出土過柵

１．号竪穴住Ｉ鋤上上脳．
硬化面より上

１号竪穴住勝jM:上朋
硬化而より上

1号鴎穴住崎吐上朋，
硬化而より上
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(栗半）・'’１８.''１１
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厘純含溺

１５勝竪穴(桃‘;jlt

15り.蝋穴化A'制lkP,９

:5り･蝋穴|｣ﾘ,';｣|lい》．ｌ‘１

15り･賎穴化１曲jルｌｊ.８

１５貯竪穴M州｣11:l〕.‘１

15号竪穴住居j止1，．５

１５号竪穴住居地

20畷･-k城蜘３

20囲一土服地２

』万W溌八似袖上.l州．
硬化1ｍよI)上，Ｉ区
包含肘

鰯考

底部へラ切り

亜jitl74H

爪肢3.8畷

底部へラ切り

内外耐脚然袖あり

11林部内､iこげあり１外面に
ＩいI？あり

砿批36照．洲石

1K鮭36,49．榊万

蝿iｔ７Ｒ

底部に工瓜虹?あり

外1,-部にススあり

|：

－
１
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3０

縄文土器（図８：３９～41）

図８：３９は外面に３条ほどの細い妬矧腫れ突帯を張り付けたもので、縄文時代前期の綴Ｂ式の深

鉢土器の破片と思われる。図８：４０．４１は縄文時代後期後半の御領式もしくは天城式段階の深鉢形土

器の胴部の屈曲部の破片である。４１には屈曲部上段に細い沈線が巡る。

1．北地区ボイラー詣改修二[事に伴う発掘澗森（0854調査地点）

図 番号 遺物 種麺(酪種） 法量（画） 硯存良 特微 色田 出士遺構 信考

８ 2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

３１

3２

3３

認

土師溌

釧慰器

捌忠器

須恵器

須恵器

狐忠器

須悪器

須忠器

碩忠器

弧忠器

頒哩器

土師器

坪

壷

壷

陸

鉦

雛

雛

坪

坪

碗

壷

坪

口径

底経８

器応４．２

口径

庇径
器高

口径

脹径
器商

口徒１３

底径

器商

口径１６

底僅
器商

口径ｌ：

底後

器商

口徒１４．６
底掻

器商Ｉ

口径１１．２

底径
器高

口僅ｌ‘１

庇径1０

器高

口徒

底従９
器商

口径

庇径
器商

口径

底径８２
器高

完形

胴郁約ｌ／６

綱郁・庇郎片

約ｌ／４

約１／８

約1／２

l／２

約１／６

約１／‘１

底部のみ

ｕ織部片

底郎・胴部
1,'３

内：回転ナデ

外：回転ナデ

内
外

回転ナデ．ダダ
キ

タタキ．削り

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外

回転ナデ．ナデ，

削り
回転ナデ‘削り

内
外
回転ナデ‘ナデ
回転ナデ，削り

内
外
回転ナデ，削り
回転ナデ，削り

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内
外
回転ナデ

回転ナデ

内：ＨｕｅｌＯＹＲ８／２

外：ＩＩｕｅｌＯＹＲ８／２

内
外
ＨｕｅｌＯＹＲ４／ｌ

ＩＩｕｅｌＯＹＲ３／２

内
外
ＩＩｕｅ５Ｙ４／ｌ

Ｈｕｅ５Ｙ５／１

内
外
ＩＩｕｅ７５ＹＲ７／６

Ｈｕｅ７５ＹＲ５／４

内
外
ＨｕｅｌＯＹＲ５／ｌ

ＨｕｅｌＯＹＲ５／２

内
外
Ｈｕｅ５Ｙ６／２

Ｈｕｅ５Ｙ６／１

内
外
ＨｕＢ７５Ｙ６／１

Ｈｕｅ５ＧＹ６／１

内
外
ＩＩｕｅ５Ｙ６／ｌ

Ｈｕｅ７５Ｙ５／１

内

外

Ｈｕｅ５Ｙ７／２

Ｈｕｅ５Ｙ６／２

内
外
Ｈｕｅ７５Ｙ５／２

Ｈｕｅ７５Ｙ５／２

内
外
Ｈｕｇ2.5Ｙ５／３

ＨｕｅＮ７／０

内
外
Ｈｕｅ７５ＹＲ５／３

ＨｕｅｌＯＹＲ６／３

20サ土壌Nql

2‘1号ピット（ｌ号竪
穴仙ＩI;hl:上）

幻り･ピット

11区包含層（１４号通

蹄より東側）

Ⅱ区包含層西半

l区包含層．Ⅱ区包
含刑東側半分

I区批乱．Ⅱ．Ⅲ区
撹乱

ｍ区包含層

ｌ区包含層

包含咽

ⅡⅨ包含届（14号道
路より東側）

ⅢⅨ包含咽

籾圧痕

９ 3５

3６

3７

3８

3９

4０

４１

土師器

士師器

土師器

上帥器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

甑

更

受

尭

深鉢形土器

鉢形土器

深鉢形土器

口篠

底径１２．７

器痛

口径

庇径
器高

口径

底径

器高

口侭２７

廠径

器高

口径

脹径
器商

口縦

服従
器商

口従

庇碓
器商

底郎約２／３

口緑郁片

１１緑郁片

口縁郁・胴部片

脂部片

脂部片

胴部片

内
外
ナデ．回転ナデ

ナデ．削り

内
外
回転ナデ‘削り

回転ナデ．ハケ
目

内
外
ナデ．削り
ナデ

内
外
回転ナデ，削り

回転ナデ．削り

内
外
デ
デ
ナ
ナ

内
外
磨き

磨き

内：磨き
外：磨き

内
外
ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

Ｈｕｅ７５ＹＲ６／４

内
外
Ｈｕｅ５ＹＲ６／６

ＨｕｅｌＯＹＲ４／４

内
外
ＩｌｕｅｌＯＹＲ７／４

ＩＩｕｅｌＯＹＲ７／６

内
外
Ｈｕｅ７５ＹＲ７／４

Ｈｕｅ７５ＹＲ６／４

内
外
Ｈｕｅ７５ＹＲ６／３

ＩＩｕｃ７５ＹＲ６／３

内
外
ＨｕｅｌＯＹＲ８／２

ＨｕｅｌＯＹＲ８／２

内：ＩＩｕｃ２５Ｙ６／３

外：ＨｕｅｌＯＹＲ７／４

、Ⅸ包含脳

I区包含層

Ⅱ。ⅢⅨ撹乱

11区Ｐ、１．Ⅱ．Ⅲ

担乱

15号悪穴住居並Ｐ,１８

】5号竪穴住居杜Ｐ､１５

Ⅲ区包含層西半

外面にスス？あり

外面にスス？あり

細い凸帯数条

阿部に沈線



Ⅱ黒髪北地区の調査

（５）まとめ

今回の発掘調査では、本地点の周辺で唯一本格的な発掘調査がなされた福利施設建設に伴う発掘調

査（9407調査地点：熊本大学埋蔵文化財調査報告書第１集）で検出された遺構群（８～９世紀代）よ

り一段階古い７世紀代前半の竪穴住居吐群を検出した。これは、それらに先行する時期より、当地が

集落の一部として機能していたことを証明している。9407調査地点は本調査地点の北50ｍにあり、

｢馬」銘刻書土器や土馬、多量の墨書土器、布目瓦などの遺物とともにほぼ南北に軸をとる掘立柱建

物が検出されている。これらは越州窯青磁などの貴重な陶磁器も伴っており、当地点が官簡関連施設

であった可能性を示している。今回の発掘調査は、この官衝関連の遺構が終了して久しい時期の墓が

検出された。これは底部に木炭を敷いた一般墓とは異なる墓であり、領主層の墓である可能性もある。

これは黒髪町遺跡群の変遷を知る上で新たな知見であった。

また、建物内部という状況にもかかわらず、比較的残りが良い状況で遺構群が検出されたという事

実は、今後、再開発による既存建物の改修に際しても、埋蔵文化財の有無に関しては留意せねばなら

ないことを強く示唆している。

3１



2．体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査（0935洲森地点）

2．体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査（0935調査地点）

（１）調査の目的と経過

ａ、調査地と調査経緯

法学部棟から引き込んで道路を超えて西側の武夫原内を経由して体育館へ繋がる経路である。法学

部棟から武夫原の最初の人孔（人孔NOl）およびその間の配線部、武夫原南東端の人孔（人孔NO2）

部分を立会調査した。人孔ＮＯｌにおいて土器の包含層を検出したので、市文化課に連絡し、そのまま

発掘へ移行してよい旨の指導を受け、発掘調査に切り替えた。その後、立会調査を継続したが、遺

構・遺物は検出していない。工事の掘削面積は423.21㎡である。

ｂ、調査の経過

2010年１月７日

2010年１月13日

2010年１月19日

2010年１月22日

2010年１月28日

2010年２月２日

調査開始。道路横断部分・人孔恥ｌ・人孔NbI2を立会・発掘調査。

体育館前～武夫原南側道路・人孔NOI3を立会調査。雪が積もる。

便所横～学生会館西側道路を立会調査。

学生会館北側広場～西側道路・人孔NO4を立会調査。

文化部室東側人孔～北地区ポンプ室・人孔No5を立会調査◎

体育館南側～プール配線を立会調査。これをもって調査終了。

ｃ、調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：村田知聖

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・神川めぐみ・首藤優子・末吉美紀・谷川優子・高涜

美来・田上慶・長谷智子・早川潮・増井弘子・山寄早苗

（２）調査区の基本層序

人孔NOlの基本層序は、上から砂層（厚さ15ｃｍ)、バラス層（厚さ１５ｃｍ)、埋め土層（厚さ35ｃｍ)、

２層:黒褐色土層（HuelOYRL7/ｌ）一遺物包含層（厚さ５ｃｍ)、３層:黒褐色土層（HuelOYR3／２）

一遺物包含層（厚さ30ｃｍ)、４層：黒褐色土層（Hue75YR3／２）：地山層‘肉眼では、２層が濃い

黒、３層が暗茶褐色、４層が茶褐色という色感である（写真１４)。

人孔ＮＯ２の基本層序は、砂層（厚さ20ｃｍ)、バラス層（20ｃｍ)、ｌ層：淡茶褐色土層

(HuelOYR3／３）一近代畑もしくは溝の覆土層（厚さ80ｃｍ)、２層：黒褐色土層（HuelOYRL7/ｌ）

一遺物包含層、３層：黒褐色土層（HuelOYR3／２）－遺物包含層である。

（３）検出遺構

く人孔ＮＱ１＞

人孔NOl部分では、遺物包含層と地山に掘り込まれた柱穴と思われる直径0.4ｍ、深さ0.9ｍ余りの

ピット１つを検出した（写真15)。それ以外にやわらかな黒色土を含む不整形な0.3～0.4ｍほどのピッ

トがあるが、深さが0.2ｍと浅く、遺物も含まないことから、これらは根穴と思われる。人孔NO1の

柱穴１（Ｍ１）からは、土師器饗・坪を中心として、須恵器も含め20点ほどの破片が出土した。これ

らは検出面から深さ0.5ｍほどのところに集中していた。

3２





２．体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査（0935調査地点）

殿◎⑱
検出レペル １ｍ

図１１人孔NoL1週構配置図（１／20）

＜人孔NQ2＞

人孔ＮＯ２は、埋土層の下が、淡茶褐色土層であり、摩耗した瓦片や磁器茶碗の破片などが出土した。

近代以降のものと思われ、これを本調査区のｌ層とした。地表面からの深さ1.2ｍほどを下げた時点で、

人孔NOlの２層と思われる遺物包含層が厚さ0.1ｍほど堆積しているのを確認した。この層からは須

恵器高台碗の口縁部の破片１点が出土した。掘削部の西半分は、依然ｌ層と同じであり、南側壁の土

層を確認したところ、２層を切り込んでおり、南北方向の溝になるものと思われる。掘削深度がこれ

以上深く及ばないため、この面で調査を終了している。

出土遺物としては、ｌ層から出土した瓦？２点、磁器茶碗１点、２層から出土した須恵器高台付椀

破片1点がある。

これ以外に立会調査を実施した地区の調査結果を以下に記しておく。

＜道路横断部分＞

法学部棟と人孔NQlを繋ぐ配管部分の掘削は、道路下0.65ｍであり、この部分は0.7ｍで人孔NOlの

遺物包含層である２層が現れる。道路西端から人孔ＮＯｌｌの掘削部分の間は、高圧ケーブルや給水管、

暗渠などで部分的に撹乱を受けていた。遺物・遺構ともに検出していない（写真１１．１２)。

武夫原内の人孔NOlと人孔NOL2間は、人孔部分の土層の観察により、グランドレベルから深さ0.6

ｍまでは埋め土層もしくは近代畑土であり、遺物包含層である２層上面のレベルは南へ行くにしたが

い低くなるため、掘削深度が包含層に達することはないことから、慎重に工事を進めるよう指導した。

＜体育館前～武夫原南側道路＞

2010年１月13日に体育館前の人孔部分（人孔NO3）について立会調査を実施した。地表下0.65ｍほ

どで暗褐色土になり、地山の褐色土は1.0ｍほどで露出する。その間の0.8ｍ付近に厚さ２ｃｍあまりの

硬い層がレンズ状に断片的に認められたが、人為的なものである可能性は少ない。遺構・遺物ともに

認められなかった（写真１８)。
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＜便所横～学生会館前交差点＞

2010年１月19日に立会調査を実施した。武夫原南東端の人孔部分の調査と土層の堆積状況は同じで

あり、配線部分の掘削深度である地表下0.65ｍではまだ近代もしくは近世の畑土であり、遺構・遺物

ともに検出していない。

＜学生会館北側広場～西側道路＞

2010年１月22日に立会調査を実施した。人孔部分（人孔ＮｂＩ４）はほとんど埋設管（排水管）や不明

の撹乱によって破壊されており、遺構・遺物ともに検出していない。わずかに残る未撹乱部分での土

層観察によると、地表下0.8ｍまで埋土であり、深さ1.2～1.1ｍ部分に黒色の強い色調の層がある。そ

の上下は暗褐色土である。未撹乱部分においては土器などの包含される状況は確認できなかった。地

表下L35ｍまで掘削したが、固い地山には達していないようである。これから東側に延び、建物に引

き込まれる部分については、人孔から3.0ｍほど掘削に立ち会ったが、掘削深度は地表下0.65ｍであり、

埋土層内に収まるため、そのまま工事を進めるように指導した。

道路部分は人孔から横断部分と南側に延びる部分があるが、南側に延びる部分約20ｍの南北端2.0

ｍずつを立会い、土層を確認したが、掘削深度0.7ｍの上部はすべて埋土であり、既撹乱部分に相当

することから、それ以後の工事は‘慎重に進めるよう指導した。

＜文化部室東側人孔～北地区ポンプ室＞

2001年１月28日に立会調査を実施した。文化部室建設時の発掘調査の成果（9802調査地点）などの

成果により、遺物包含層は地表下1.0ｍで検出されることが予想されることから、それより掘削深度

が深い人孔部分（人孔Nb15）のみ立会調査を実施した。その結果、地表下1.05ｍで直径5ｍｍほどの

赤色土のパミスを含む黒色土層が現れた。遺物包含層相当層と思われ、徐々に掘削深度1.35ｍまで下

げたが、遺物は出土しなかった。

＜体育館南側～プール配線＞

2010年２月２日に立会調査を実施した。地表下0.4ｍまでは現代埋め土であり、その下部は地表下

0.65ｍまで黒褐色土であった。その下部は明茶褐色の土層となる。これにはニガ土が含まれ、地山で

あろうと思われるが、遺構は検出できなかった。上部の黒褐色土層を含め、遺物は出土していない。

（４）出土遺物

図１２：ｌは人孔Ｎｂｌｌの柱穴ｌから出土した土師器の斐形土器の破片である。これ以外に須恵器の坪

などの小片が出土している。おおよそ８世紀代の柱穴と思われる。図１２：２．３は人孔NO2の第１層

から出土した磁器の碗と陶器皿の破片である。時期は不明であるが、近世末～近代のものと思われる。
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2．体育館改修樋気設備工事に伴う発掘調査（0935調査地点）

表40935調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遺物 種類(器種）

１２ １ 土師器 翌

２ 磁器 碗

３ 陶器 皿

法量（、）

口径２９．６
底径

器商

口径1２

底径
器高

口径

底径
器商

残存丘

ｎ緑部･胴部片

口縁部片

胸部Ⅱ．

特微

内：回転ナデ.削り

外：回転ナデ‘ハケ
目

内：ナデ
外；ナデ

内：ナデ

外：ナデ

色画

内ＩＩＩｕ《９７．５ＹＲ８／３

外ＩＩＩｕｃ７５ＹＲ７／４

内：IIu心５ＧＹ８／ｌ

外：ＩＩｕｃ５ＧＹ８／１

内：ＩＩｕｅｌＯＹＲ４／３

外：Ｈｕ巴ｌＯＹＲ３／２

出十週桶 偏考

人孔脆１．１号ピッ
卜

人孔Nbl21崎

人孔Ntk21畷

（５）まとめ

今回の調査のきっかけとなった配線工事は黒髪南の西側を南北200ｍ、東西１００ｍあまりにわたって

地下掘削を伴うものであり、黒髪町遺跡群中でも調査事例の少ない本地域の遺構の残り具合を知る上

できわめて好都合の調査と期待された。ただし、配線部分は掘削幅が0.8ｍほどと狭く、深さも0.8ｍ

を超えることははく、遺構の状況はほとんど把握できなかった。とくに武夫原グランドから学生会館

北側広場の間の工区は古代の官道推定ラインと交差するため、注目したが、掘削深度内では道路や溝

などの遺構は確認できなかった。また、人孔部分では人孔NOlで古代の包含層や柱穴１個を検出した

が、人孔NO2では近代の大きな溝と重なり、それ以外の地点でも既存配管による撹乱が著しく、遺構

Iま検出できなかった。
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